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10
月
の
行
事
・
日
曜
日
・
祝
日
診
療

な
ど

昨年３月に発生した東日本大震災は、地震や津波な
どの自然災害に加え、福島第一原子力発電所が引き起
こした放射能汚染という、事故災害のもたらす脅威を
示すこととなりました。
福島の事故は、広範囲にわたり原子力発電所の周辺
住民の避難を余儀なくし、国は、この事故を受けて原
子力防災対策の重点地域を、原発から半径 30 キロ圏
域に拡大する方針を打ち出しています。
安来市は、島根原子力発電所から 30 キロ圏内に、
面積では約半分、人口では約 87 パーセントが含まれ
ており、原子力防災を推進するにあたっては、同じ圏
域内の周辺自治体との連携を重視しています。８月 29
日には、中国電力に対して原発立地市と同等の安全協
定が締結できるよう、出雲市と雲南市の３市共同で申
し入れを行ったところです。
一方で、島根原発において重大な事故が発生した場
合に、原発から 30 キロ圏内の市民の皆さんが、圏外
に避難するための場所や避難方法などを定める、「広域
避難計画」の策定作業を進めています。安来市の避難
先は、岡山県を中心に割り当てられていますが、現在、
地区単位ごとの避難となるよう、受け入れ先との協議
を重ねており、近いうちに計画を策定することとして
います。
また、来年１月には、島根・鳥取両県と、島根原発
から 30 キロ圏域の６市（安来・松江・出雲・雲南・
米子・境港）、中国電力、防災関係機関などによる原子
力防災訓練を合同実施する計画としています。訓練で
は、今後策定する広域避難計画の実効性を検証するた
め、住民参加による実動訓練などを行い、課題などを
洗い出すことと
しています。
市民の皆さん
の安全確保を第
一に、原子力防
災の強化充実に
取り組んでいま
す。

笑顔がキラリ！（安来節全国優勝大会）
どじょう掬い踊りの見せ所といえば、
ユーモラスな動作と笑顔。ニッコリと浮か
べる会心の表情は、見る人も笑顔にさせて
くれます。
・撮 影 日 ８月１４日
・撮影場所 安来市民体育館

今月の表紙

原子力防災の充実に向けて

２



１０
月
は
乳
が
ん
月
間
で
す
。

乳
が
ん
は
、
日
本
人
の
女
性
が
２

番
目
に
多
く
か
か
る
「
が
ん
」
で
あ

り
、
乳
が
ん
を
発
症
す
る
人
は
、
４０

歳
代
か
ら
急
激
に
高
ま
る
傾
向
を
見

せ
て
い
ま
す
。

定
期
的
に
乳
が
ん
検
診
を
受
け
、

が
ん
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

早
く
発
見
で
き
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど

の
乳
が
ん
は
治
り
ま
す
。

乳
が
ん
は
、
乳
房
の
中
に
小
さ
な

「
し
こ
り
」
が
で
き
ま
す
。
毎
月
１

回
、
日
を
決
め
て
自
己
検
診
を
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

①
視
診
（
目
で
見
る
）

●
入
浴
時
に
鏡
の
前
で
自
分
の
乳
房

の
形
を
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
両
腕
を
上
げ
て
正
面
、
側
面
、
斜

め
を
鏡
に
映
し
観
察
し
ま
し
ょ
う
。

②
触
診
（
手
で
触
る
）

●
指
の
腹
を
使
い
、
乳
房
を
軽
く
押

さ
え
、
す
べ
ら
せ
る
よ
う
に
し
て
、

全
体
を
ま
ん
べ

ん
な
く
触
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

自
己
検
診
の
ポ
イ
ン
ト

●
乳
房
に
く
ぼ
み
、
た
だ
れ
、
ひ
き

つ
れ
、
ふ
く
ら
み
は
な
い
か
。

●
乳
首
が
へ
こ
み
、
湿
疹
の
よ
う
な

た
だ
れ
が
な
い
か
、
乳
首
か
ら
異
常

な
分
泌
物
な
ど
が
出
て
い
な
い
か
。

少
し
で
も
異
常
が
見
つ
か
れ
ば
、
す

ぐ
に
病
院
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

「
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
」
と
い
う
レ

ン
ト
ゲ
ン
検
査
に
よ
り
、ご
く
初
期

の
が
ん
で
も
発
見
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。市
で
は
、マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

に
よ
る
乳
が
ん
検
診
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
い
き
い
き
健
康
課
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
先
着
２
５
０
人
）

●
対
象
…
４０
歳
以
上
で
前
年
度
に
市

の
乳
が
ん
検
診
を
し
て
い
な
い
人

●
料
金
…
２
千
円
●
実
施
機
関
…
安

来
第
一
病
院
、
安
来
市
立
病
院

※
４０
歳
・
４５
歳
・
５０
歳
・
５５
歳
・
６０

歳
の
人
は
、
市
か
ら
お
送
り
し
た
乳

が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

島
根
県
内
で
腸
管
出
血
性
大
腸
菌

（
Ｏ
１
５
７
な
ど
）
に
感
染
す
る
患

者
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

◆
原
因
・
感
染
経
路

菌
に
汚
染
さ
れ
た
食
品
や
場
所
を

触
っ
た
手
指
か
ら
、
口
を
経
由
し
て

体
内
に
感
染
し
ま
す
。

◆
症
状

主
に
3
〜
5
日
間
の
潜
伏
期
間
を

お
い
て
、
激
し
い
腹
痛
を
伴
う
複
数

回
の
下
痢
の
後
に
、
血
便
と
な
り
ま

す
。
症
状
が
重
い
と
合
併
症
を
起
こ

し
、
死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◆
感
染
し
な
い
た
め
に

【
肉
】

▼
食
肉
な
ど
を
調
理
す
る
と
き
は
、

中
心
部
ま
で
十
分
に
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

（
加
熱
は
７５
℃
以
上
で
１
分
以
上
）

▼
焼
き
肉
を
す
る
場
合
は
、
生
肉
に

触
れ
る
箸
と
食
べ
る
箸
を
使
い
分
け

ま
し
ょ
う
。

【
野
菜
】

▼
新
鮮
な
も
の
を
購
入
し
、
冷
蔵
庫

で
保
管
す
る
な
ど
保
存
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

▼
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
の
形
が
複
雑

な
も
の
は
、熱
湯
で
湯
が
き
ま
し
ょ
う
。

▼
キ
ュ
ウ
リ
や
ト
マ
ト
、
リ
ン
ゴ
な

ど
の
果
実
も
よ
く
洗
い
、
皮
を
む
い

て
食
べ
ま
し
ょ
う
。

◆
感
染
の
疑
い
の
あ
る
人

腹
痛
・
下
痢
・
血
便
な
ど
の
症
状

が
あ
る
人
は
、
早
め
に
医
療
機
関
で

受
診
し
ま
し
ょ
う
。
２
次
感
染
を
防

ぐ
た
め
、
調
理
な
ど
は
避

け
、
石
け
ん
を
使
っ
て
こ

ま
め
に
手
を
洗
い
ま
し
ょ

う
。

●問い合わせ
いきいき健康課
℡２３‐３２３０

早早
期期
発発
見見
！！
早早
期期
治治
療療
！！

乳乳
がが
んん
検検
診診
をを

受受
けけ
まま
しし
ょょ
うう

今今年年度度
多多発発中中！！

オ
ーＯＯ
１１
５５
７７
なな
どど
のの

腸腸
菌菌
感感
染染
にに

注注
意意
しし
まま
しし
ょょ
うう

島根県内で乳がんを発症して60歳までに亡くなった人は、

全体の約３割と働き盛りの年代で多くの人が亡くなっています。

自自
己己
検検
診診
をを
しし
まま
しし
ょょ
うう

２２
年年
にに
１１
回回
はは
ママ
ンン
モモ
ググ
ララ

フフ
ィィ
検検
診診
をを
受受
けけ
まま
しし
ょょ
うう

３



歳入総額 ２６４億８７９５万円（前年度比６．２％増）

歳出総額 ２５９億４００８万円（前年度比７．６％増）

平成２３年度
4,496,004
2,963,990
2,916,898
1,399,221
3,625,383
5,316,526
5,222,055
25,940,077

平成２２年度
4,413,935
2,908,543
2,734,990
1,330,064
4,200,563
4,221,118
4,290,274
24,099,487

平成２１年度
4,384,675
2,825,713
2,294,605
1,760,613
4,326,796
3,672,237
3,668,741
22,933,380

平成２０年度
4,483,147
2,640,776
2,242,525
2,028,935
4,677,511
1,859,268
3,459,447
21,391,609

平成１９年度
4,582,871
2,631,099
2,207,898
1,256,392
4,843,752
2,392,263
2,851,147
20,765,422

人 件 費
物 件 費
扶 助 費
補 助 費 等
公 債 費
投資的経費
そ の 他
合 計

平平
成成
２２３３
年年
度度

一一
般般
会会
計計
決決
算算
報報
告告

平
成
２３
年
度
決
算
が
ま
と
ま
り
、
９
月
３
日
開
催
の
市
議
会
定
例
会
に
提
出
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
２
６
４
億
８
７
９
５
万
円
、
歳
出
総
額
２
５
９
億
４
０
０
８
万
円
で
、
形
式
収
支
は

５
億
４
７
８
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
内
、
年
度
内
に
事
業
が
終
わ
ら
な
い
た
め
に
翌
年
度
に
繰
り
越
し
た
事
業
の
一

般
財
源
が
１
億
２
２
０
６
万
円
で
、
実
質
収
支
は
４
億
２
５
８
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

依
然
厳
し
い
財
政
状
況
は
続
い
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
、
一
層
の
行
財
政
改
革
を
進
め
る
と
と

も
に
、限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
す
る
な
ど
、中
長
期
財
政
見
通
し
に
沿
っ
て
財
政
の
健
全
化
を
一
層
進
め
て
い
き
ま
す
。

（単位：千円）

主なものとして、譲与税・交付金は、東日本大震災により
消費が落ち込んだ影響などで 13.０％の減。一方、国・県支出
金、市債は、大型事業の集中や、豪雨・台風による災害復旧事
業などにより、それぞれ９.１％、16.１％の増となりました。

主なものとして、ブロードバンドインフラ整備事業により
総務費が 22.７％の増、し尿処理施設基幹改良整備事業により
衛生費が 17.０％の増、積立金の増により諸支出金が 73.９％
の増となりました。

●性質別に見る歳出決算額の推移

４



平成２３年度

87.7%

198.0%

45.2%

平成２２年度

85.4%

200.9%

32.9%

平成２１年度

87.1%

214.2%

25.8%

平成２０年度

83.7%

227.4%

25.3%

平成１９年度

89.1%

251.0%

22.6%

区 分（健全ライン）

（８０％以下）

（２００％以下）

（５０％以上）

経常収支比率 ※１

地方債現在高比率 ※２

基金現在高比率 ※３

歳 出（支出）
対前年度増減
121,112
24,525
120,495
△129,193
84,073
1,036
△50
△21
62

72,363

平成２３年度
4,791,283
890,533
4,035,614
2,842,513
606,929
2,506
32
14

578,937
3,033,853

歳 入（収入）
対前年度増減
214,976
25,109
99,408

△128,471
84,072
1,209
△71
△24

△9,229
124,127

平成２３年度
5,012,496
899,089
4,097,455
2,844,356
607,181
2,943
77
204

628,695
3,025,595

会 計 名

国民健康保険事業特別会計
後期高齢者医療事業特別会計
介護保険事業特 別 会 計
下 水 道 事 業 特 別 会 計
簡易水道事業特 別 会 計
母 里 財 産 区 特 別 会 計
井 尻 財 産 区 特 別 会 計
赤 屋 財 産 区 特 別 会 計
水 道 事 業 会 計
安来市立病院事 業 会 計

特別会計

公営企業
会 計

物件費や補助費の増により、前年度より２．３ポイントの増となりました。
この指標は、財政構造の弾力性を示す指標として用いられています。

市債（借入金）の新規発行の抑制により、市債残高は５億１０１１万円の減で、前年度より２．９ポイン
ト改善しました。
この指標は、将来の公債費負担や地方債の発行可能額を把握するための指標として用いられていま
す。

新規積立などにより、基金現在高は１７億８７７１万円の増で、前年度より１２．３ポイント改善しました。
この指標は、将来への蓄えを把握するための指標として用いられています。

（単位：千円）

安来市の会計には、一般会計のほか、国民健康保険事業や介護保険事業などの「特
別会計」や、水道事業や病院事業などの「公営企業会計」があります。
いずれも国民健康保険税や介護保険料、水道料金や医業収入など特定の収入を財
源に事業を行っており、その収支状況を明確にするため、一般会計とは別に会計処
理を行っています。

※１…経常収支比率（平成 23年度は 87.７％）

※２…地方債現在高比率（平成 23年度は 198.0％）

※３…基金現在高比率（平成 23年度は 45.２％）

指標でみる財政状況

特別会計等の決算状況

●平成２３年度歳入歳出決算額および対前年度比較表

●財政指標の推移

■
問
い
合
わ
せ

財
政
課
℡
２３‐

３
０
２
５

５



早
期
健
全
化
基
準
を
超
え
た
場
合

財
政
健
全
化
計
画
の
策
定
が
義
務

付
け
ら
れ
る
な
ど
、
自
主
的
な
改
善

努
力
に
よ
り
財
政
健
全
化
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

財
政
再
生
基
準
を
超
え
た
場
合

財
政
再
生
計
画
の
策
定
が
義
務
付

け
ら
れ
る
な
ど
、
国
な
ど
の
関
与
に

よ
り
確
実
な
再
生
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

経
営
健
全
化
基
準
を
超
え
た
場
合

（
公
営
企
業
会
計
）

経
営
の
健
全
化
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

福
祉
、
教
育
、
ま
ち
づ
く
り
等
を

行
う
地
方
自
治
体
の
一
般
会
計
の
赤

字
の
程
度
を
指
標
化
し
、
財
政
運
営

の
深
刻
度
を
示
し
ま
す
。

安
来
市
で
は
４
億
２
５
８
０
万
円

の
黒
字
決
算
と
な
っ
て
お
り
、
赤
字

額
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

財政再生基準

20.00

30.00

35.0

－

早期健全化基準

12.80

17.80

25.0

350.0

安来市

－

－

15.8

133.0

項 目

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

経営健全化基準

20.00

安来市

－

－

－

－

項 目

水 道 事 業 会 計

病 院 事 業 会 計

簡 易 水 道 事 業 会 計

下 水 道 事 業 会 計

財財
政政
のの
健健
全全
化化
をを
判判
断断
すす
るる
指指
標標

安来市は
すべての基準値を
クリアしています

こ
の
指
標
は
、「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
自
治
体
の
財
政
健

全
化
度
を
判
断
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
指
標
で
す
。
こ
の
制
度
で
は
、
一
般
会
計
の
ほ
か
、
特
別

会
計
や
公
営
企
業
会
計
等
も
含
め
た
財
政
健
全
化
へ
の
取
り
組
み
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

安
来
市
の
平
成
２３
年
度
決
算
に
基
づ
く
算
定
結
果
は
、
す
べ
て
の
指
標
が
基
準
値
内
と
な
り
ま
し

た
が
、
引
き
続
き
適
正
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

実
質
赤
字
比
率

（単位：％）

（単位：％）

※実質赤字比率、連結実質赤字比率は、ともに黒字のため「－」表示にしています。

※黒字のため「－」表示にしています。

指
標
が
基
準
値
を
超
え
る
と
？

平成２３年度決算における健全化判断比率

平成２３年度決算における資金不足比率

６



安
来
市
に
は
一
般
会
計
の
ほ
か

に
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

な
ど
７
つ
の
特
別
会
計
（
財
産
区
除

く
）
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
す
べ
て
の

会
計
の
赤
字
や
黒
字
を
基
に
、
地
方

公
共
団
体
と
し
て
の
赤
字
の
程
度
を

指
標
化
し
、
地
方
公
共
団
体
と
し
て

の
運
営
の
深
刻
度
を
示
し
ま
す
。

安
来
市
で
は
全
て
の
会
計
を
合
算

し
て
１４
億
５
９
６
７
万
円
の
黒
字
決

算
と
な
っ
て
お
り
、
連
結
実
質
赤
字

額
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

借
入
金
の
返
済
額
お
よ
び
こ
れ
に

準
じ
る
額
の
大
き
さ
を
指
標
化
し
、

資
金
繰
り
の
危
険
度
を
示
し
ま
す
。

安
来
市
で
は
１５
・
８
％
と
な
り
、

前
年
度
よ
り
１
・
０
ポ
イ
ン
ト
改
善

し
ま
し
た
。

地
方
公
共
団
体
の
一
般
会
計
の
借

入
金
（
地
方
債
）
や
、
将
来
支
払
っ

て
い
く
可
能
性
の
あ
る
負
担
な
ど
の

現
時
点
で
の
残
高
の
程
度
を
指
標
化

し
、
将
来
負
担
を
圧
迫
す
る
可
能
性

が
高
い
か
ど
う
か
を
示
し
ま
す
。

安
来
市
で
は
１
３
３
・
０
％
と
な

り
前
年
度
よ
り
１１
・
０
ポ
イ
ン
ト
改

善
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
赤
字
に
あ
た
る
公
営

企
業
会
計
の
資
金
不
足
を
、
公
営
企

業
の
事
業
規
模
で
あ
る
料
金
収
入
等

の
規
模
と
比
較
し
て
指
標
化
し
、
経

営
状
況
の
深
刻
度
を
示
し
ま
す
。

安
来
市
で
は
す
べ
て
の
会
計
で
資

金
不
足
額
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

資
金
不
足
比
率

※
■■病院 -4.65→-5.90→-4.29

◇簡水 -0.19→-0.19→-0.20

▲▲下水 -0.09→-0.17→-0.31

■
問
い
合
わ
せ

財
政
課
℡
２３‐

３
０
２
３

７



密
陽
市
で
は
、
両
市
の
中

学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
ペ
ア
に
な

り
行
動
し
ま
し
た
。
１
日
目

の
交
流
が
終
わ
り
、
宿
泊
先

に
い
る
私
を
再
び
訪
ね
て
来

て
く
れ
た
、
ペ
ア
の
家
族
に

始
め
は
混
乱
し
ま
し
た
が
、

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

日
本
と
韓
国
の
キ
ム
チ
の

味
が
全
く
違
う
こ
と
に
驚
き

ま
し
た
。
ま
た
、
韓
国
で
は

食
事
の
際
、
取
り
皿
を
使
用

せ
ず
、
み
ん
な
で
共
有
し
ま

す
。
そ
れ
は
、
信
頼
関
係
の

現
れ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
少

し
抵
抗
を
感
じ
ま
し
た
。

７
月
２４
日
か
ら
２７
日
ま
で
の
４
日
間
、
市
内
の
中
学
生
１０
人
が
、

ミ
リ
ア
ン

韓
国
の
姉
妹
都
市
・
密
陽
市
や
ソ
ウ
ル
を
訪
問
し
ま
し
た
。

密
陽
市
で
は
、
地
元
の
中
学
生
１０
人
と
と
も
に
、
ピ
ザ
や
チ
ー
ズ
、

ポ
ン
菓
子
づ
く
り
体
験
や
市
内
観
光
な
ど
を
通
し
て
交
流
。
参
加
者

た
ち
は
、
異
国
の
言
語
を
前
に
、
身
振
り
手
振
り
、
片
言
の
英
語
、

イ
ラ
ス
ト
描
き
な
ど
、
自
分
が
で
き
る
最
大
限
の
方
法
で
意
思
疎
通

を
図
り
な
が
ら
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
安
来
市
姉
妹
都
市
国
際

交
流
推
進
協
議
会
が
、
次
代
を
担
う
中
学

生
を
海
外
へ
派
遣
し
、
海
外
の
教
育
や
文

化
な
ど
に
接
す
る
機
会
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
交
流
を
通
じ
て
相
互
理
解
を
深

め
、
国
際
感
覚
を
も
っ
た
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

～～友友情情のの輪輪はは海海をを越越ええてて～～

中
学
生
も
訪
れ
た

密
陽
ス
ポ
ッ
ト
紹
介

安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業

密
陽
市
立
博
物
館

三
国
時
代
の
土
器
や
朝
鮮

時
代
の
磁
器
、
数
千
枚
の
木

版
、
古
書
籍
な
ど
の
展
示
と

恐
竜
や
時
代
別
の
化
石
が
観

覧
で
き
ま
す
。

貴重な木版を使い
印刷体験も

ペ
ア
の
優
し
さ
を
実
感

新
た
な
発
見
、
貴
重
な
体
験

参参加加者者
のの

声声

プ
ブ
ク
ミ
ョ
ン

府
北
面
チ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

岡本なつさん
（第一中学校２年）

交流した両市の中学生 20人。
ヨンナム ル

（密陽市の文化史跡「嶺南楼」にて）

乳
牛
が
飼
育
さ
れ
、
動
物
と

の
触
れ
合
い
や
ピ
ザ
づ
く
り
、

レ
ー
ル
そ
り
な
ど
、
自
然
の
恵

み
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
場
所

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

子牛とのふれあい

かける

満野 翔さん
（広瀬中学校３年）

８



こ
の
研
修
に
参
加
し
、
私

の
通
訳
に
な
り
た
い
と
い
う

夢
が
今
ま
で
以
上
に
大
き
く

な
り
ま
し
た
。

他
の
国
の
言
葉
や
独
特
の

文
化
に
つ
い
て
、
も
っ
と
学

び
、
こ
の
経
験
を
必
ず
将
来

に
つ
な
げ
た
い
で
す
。

密
陽
市
の
中
学
生
た
ち

は
、
事
前
に
日
本
語
を
勉
強

し
、
食
事
の
仕
方
や
味
な
ど

を
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
を
歓
迎
し
て
く
れ
て

い
る
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
来

ま
し
た
。

私
は
日
本
語
で
、
自
己
紹

介
を
し
ま
し
た
。

密
陽
市
の
中
学
生
の
中
に

は
、
日
本
語
を
理
解
で
き
る

人
も
い
て
「
す
ご
い
」
と
感

じ
ま
し
た
。
私
も
、
韓
国
語

を
勉
強
し
て
行
け
ば
良
か
っ

た
と
思
い
ま
し
た
。

私
は
、
買
い
物
の
時
の
計

算
が
理
解
で
き
ず
、
頭
の
中

が
グ
チ
ャ
グ
チ
ャ
に
な
り
ま

し
た
。

ま
た
、
全
く
知
ら
な
い
単

語
や
会
話
が
飛
び
交
う
と
何

を
話
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と

気
に
な
り
ま
し
た
。

密
陽
市
の
風
景
は
、
安
来

市
と
似
て
い
る
と
思
い
ま
し

た
。
気
温
も
高
く
、
暑
か
っ

た
で
す
。

密
陽
市
庁
は
広
く
て
き
れ

い
で
し
た
。
密
陽
市
庁
に
比

べ
た
ら
安
来
市
役
所
は
小
さ

い
と
思
い
ま
し
た
。

交
流
最
終
日
、「
カ
ム
サ
ハ

ム
ニ
ダ
」
と
あ
い
さ
つ
を
し

た
ら
、
パ
ー
ト
ナ
ー
が
泣
き

出
し
ま
し
た
。
生
ま
れ
た
国

も
言
葉
も
違
う
の
に
、
こ
ん

な
に
も
絆
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
と
感
じ
ま
し
た
。

い
つ
か
ま
た
会
い
た
い
で
す
。

何
も
か
も
が
初
め
て
だ
っ

た
の
で
不
安
で
し
た
が
、
終

わ
っ
て
み
れ
ば
、ま
た
行
き
た

い
外
国
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

密
陽
市
立
博
物
館
で
は
、

関
係
者
で
さ
え
滅
多
に
入
室

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
木
版

の
保
管
庫
を
見
学
し
ま
し
た
。

韓
国
人
男
性
の
兵
役
義
務

の
話
を
聞
い
た
後
、
ソ
ウ
ル

駅
で
、
警
備
員
や
軍
隊
の
人

た
ち
を
見
ま
し
た
。
日
本
の

自
衛
隊
と
は
少
し
違
っ
た
雰

囲
気
や
服
装
だ
っ
た
の
で
、

一
緒
に
写
真
を
撮
れ
ば
良

か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

国
際
交
流
を
も
っ
と
身
近
に

将
来
は
国
際
的
な
仕
事
に

温
か
い
気
持
ち
に
感
謝

韓
国
語
を
勉
強
し
た
い

ド
ル

ウ
ォ
ン

＄
と
Ｗ
で
頭
が
…

や
す
ぎ
月
の
輪
ま
つ
り
の
開

催
に
あ
わ
せ
、
８
月
１３
日
か
ら

１５
日
ま
で
の
間
、
密
陽
市
か
ら

チ
ョ
ン
ヨ
ン
ギ
ョ
ン

全
永
卿
副
市
長
を
は
じ
め
と

す
る
訪
問
団
１２
人
が
安
来
市
を

訪
れ
ま
し
た
。

全
永
卿
副
市
長
は
、「
月
の

輪
ま
つ
り
を
大
い
に
堪
能
し
、

安
来
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
交
流

を
深
め
、
両
市
間
の
信
頼
と
友

情
を
再
確
認
し
た
い
」
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

佐々木このみさん
（第一中学校３年）

え り か

戸﨑絵里花さん
（第一中学校３年）

か ほ

大谷華穂さん
（伯太中学校３年）

さ よ こ

大島沙蓉子さん
（第一中学校３年）

▲密陽市訪問団の皆さんたち

密
陽
市
も
暑
か
っ
た

ト
・
マ
ン
ナ
ヨ（
ま
た
ね
）

ま
た
行
っ
て
み
た
い
韓
国

日
本
と
の
違
い
を
実
感

も も

松田萌々さん
（第一中学校３年）

な つ き

山本菜月さん
（第一中学校２年）

よ し の

加納慶乃さん
（第一中学校２年）

▲安来節演芸館
での様子

れん

須藤 廉さん
（広瀬中学校３年）

●
問
い
合
わ
せ

市
民
参
画
課

℡
２３‐

３
０
６
７

９



国
政
に
つ
い
て

竹
島
へ
の
政
府
の
対
応

当
面
の
主
要
課
題

●
原
子
力
防
災

●
庁
舎
建
設

諸
般
の
報
告
事
項

●
島
根
県
へ
の
重
点
要
望

先
月
１０
日
、「
社
会
保
障
と
税
の

一
体
改
革
関
連
８
法
案
」が
成
立
し
、

消
費
税
等
が
平
成
２６
年
４
月
に
税
率

８
％
へ
、
さ
ら
に
は
平
成
２７
年
１０
月

に
は
税
率
が
１０
％
に
引
き
上
げ
ら
れ

る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
引
き
上

げ
後
の
経
済
、
社
会
へ
の
影
響
を
最

小
限
に
留
め
る
た
め
の
取
り
組
み
が

急
が
れ
ま
す
が
、
先
月
２９
日
に
参
議

院
本
会
議
で
野
田
首
相
に
対
す
る
問

責
決
議
案
が
可
決
さ
れ
、
今
国
会
は

残
り
期
間
、
事
実
上
空
転
す
る
事
態

と
な
っ
て
い
ま
す
。

増
税
ま
で
に
実
現
す
べ
き
年
金
や

医
療
制
度
改
革
も
制
度
設
計
が
見
通

せ
な
い
状
況
で
、
特
例
公
債
法
案
な

ど
の
重
要
法
案
の
成
立
も
困
難
と
な

る
な
ど
、
国
民
生
活
全
般
へ
の
重
大

な
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
政
府
、

国
会
に
は
、
政
局
安
定
の
た
め
、
最

大
限
の
努
力
を
払
わ
れ
る
よ
う
強
く

望
む
も
の
で
す
。

先
月
、
島
根
県
に
属
す
る
竹
島
へ

の
韓
国
大
統
領
、
ま
た
沖
縄
県
の
尖

閣
諸
島
へ
の
香
港
活
動
家
な
ど
に
よ

る
不
法
上
陸
が
連
続
し
て
発
生
し
ま

し
た
。

我
が
国
の
領
土
、
領
海
が
脅
か
さ

れ
る
事
態
と
な
り
、
誠
に
遺
憾
に
感

じ
て
い
ま
す
。
竹
島
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
を
機
に
政
府
が
、民
主
党
政
権
に

な
っ
て
初
め
て「
韓
国
に
よ
る
不
法
占

拠
」と
明
言
し
、外
務
省
内
に
専
門
部

署
の
新
設
が
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。

島
根
県
の
長
年
に
わ
た
る
取
り
組
み

の
成
果
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
り
、

政
府
に
は
、
日
本
固
有
の
領
土
で
あ

る
こ
と
を
最
大
限
国
際
社
会
に
訴
え

る
と
と
も
に
、
学
校
教
育
を
通
じ
青

少
年
へ
の
学
習
を
進
め
る
な
ど
、
毅

然
と
し
た
姿
勢
で
粘
り
強
い
施
策
を

期
待
す
る
も
の
で
す
。

島
根
原
子
力
発
電
所
に
お
い
て
重

大
な
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
「
広

域
避
難
計
画
」
を
策
定
中
で
す
。
島

根
原
発
か
ら
半
径
３０
㌔
圏
内
に
人
口

の
約
８７
％
が
生
活
し
て
い
る
安
来
市

は
、
避
難
先
と
し
て
岡
山
県
が
割
り

当
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
岡
山

県
の
受
け
入
れ
先
自
治
体
と
具
体
策

を
詰
め
て
い
ま
す
。

８
月
２９
日
、
安
来
市
、
出
雲
市
、

雲
南
市
が
共
同
し
、
中
国
電
力
に
対

し
「
原
発
立
地
市
と
同
様
の
安
全
協

定
締
結
」
を
申
し
入
れ
た
と
こ
ろ
で

す
。
今
後
も
、
周
辺
自
治
体
と
連
携

し
、
原
子
力
防
災
を
積
極
的
に
推
進

し
ま
す
。

私
は
、
昨
年
の
１２
月
議
会
で
の
所

信
表
明
に
お
い
て
、
現
在
地
に
お
け

る
安
来
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て
、
そ

の
基
本
と
な
る
計
画
を
、
市
民
の
皆

様
並
び
に
市
議
会
の
皆
様
に
説
明
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
申
し
上
げ

ま
し
た
。

そ
し
て
、「
安
来
庁
舎
建
設
並
び

に
周
辺
整
備
に
つ
い
て
」

の
計
画
案
を
作
成
後
、
６

月
１
日
の
全
員
協
議
会
で

説
明
し
、
市
民
の
皆
様
に

も
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
市
報

８
月
号
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
、
閲
覧
も
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

市
内
７
会
場
で
説
明
会
も
行
い
ま
し
た
。

こ
の
計
画
案
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
意
見
等
を
受
け
付
け
中
で
あ

り
、
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
意
見
等

は
、
今
後
の
計
画
・
設
計
の
参
考
に

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

先
月
２９
日
、
県
知
事
に
対
し
１５
項

目
の
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

健
康
福
祉
分
野
で
は
乳
幼
児
等
医

療
費
お
よ
び
福
祉
医
療
費
の
助
成
制

度
拡
充
な
ど
４
項
目
、
産
業
振
興
分

野
で
は
和
牛
振
興
の
拡
充
な
ど
４
項

目
、
基
盤
整
備
分
野
で
は
県
管
理
道

路
の
改
良
促
進
な
ど
３
項
目
、
危
機

管
理
や
教
育
分
野
に
お
い
て
も
原
子

力
発
電
所
周
辺
自
治
体
の
安
全
確
保

の
た
め
の
措
置
な
ど
４
項
目
を
強
く

要
望
し
ま
し
た
。

市市
議議
会会
９９
月月
定定
例例
会会
市市
長長
所所
信信

９
月
３
日
に
開
会
し
た
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
近
藤
市
長
が
諸
議

案
の
提
出
に
先
だ
ち
、
市
政
運
営
等
に
つ
い
て
の
所
信
を
表
明
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
内
容
を
抜
す
い
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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●
行
政
告
知
端
末
か
ら
の
緊
急
地
震

速
報
・
気
象
警
報
等
の
即
時
放
送

●
ス
ポ
ー
ツ
振
興

●
安
来
イ
ン
タ
ー
工
業
団
地

国
が
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
を

通
じ
て
発
表
す
る
緊
急
地
震
速
報
・

国
民
保
護
情
報
を
９
月
１
日
か
ら
、

行
政
告
知
端
末
に
よ
り
流
れ
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
一
刻
も
早
く
情
報
を

お
伝
え
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
安
全
確
保
に
つ
な
げ
ま
す
。

山
陰
山
陽
を
結
ぶ
一
般
国
道
４
３

２
号
の
菅
原
広
瀬
バ
イ
パ
ス
第
１
工

区
が
、
平
成
１５
年
度
か
ら
９
年
の
歳

月
を
か
け
、
７
月
１１
日
に
開
通
し
ま

し
た
。
地
域
の
生
活
基
盤
の
向
上
は

も
と
よ
り
、
観
光
や
物
流
、
有
事
の

際
の
地
域
防
災
に
大
き
く
寄
与
す
る

も
の
と
し
て
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
、
松
江
へ
向
か

う
祖
父
谷
ま
で
の
第
２
工
区
に
つ
い

て
も
整
備
促
進
を
働
き
か
け
て
い
く

所
存
で
す
。

本
市
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
盛
ん
な

地
域
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
ま
す

が
、
今
夏
は
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

小
学
生
大
会
に
安
来
レ
イ
ダ
ー
ス
と

十
神
レ
イ
ン
ボ
ー
、
全
国
中
学
校
体

育
大
会
に
第
三
中
学
校
男
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
、
全
国
高
校
総
体
に
は
安

来
高
校
男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
出

場
し
、
各
世
代
に
わ
た
り
全
国
大
会

出
場
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

昨
年
全
国
高
校
総
体
優
勝
を
果
た

し
た
安
来
高
校
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部

も
、
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
今
年
の
全

国
高
校
総
体
に
出
場
し
ま
し
た
。

選
手
の
皆
さ
ん
の
健
闘
を
称
え
る

と
と
も
に
、
今
回
の
貴
重
な
経
験
を

糧
に
、
安
来
市
の
次
代
の
担
い
手
と

し
て
大
き
く
成
長
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
す
る
も
の
で
す
。

安
来
市
ふ
る
さ
と
大
使
の
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｚ
Ｏ

さ
ん
と
制
作
に
つ
い
て
話
が
ま
と
ま

り
、
素
晴
ら
し
い
曲
が
３
曲
完
成
し

ま
し
た
。
今
後
、
公
共
施
設
に
お
い

て
流
し
、
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

山
陰
酸
素
工
業
株
式
会
社
安
来
ガ

ス
セ
ン
タ
ー
が
安
来
イ
ン
タ
ー
工
業

団
地
へ
移
転
進
出
し
、
６
月
２０
日
に

し
ゅ
ん
工
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
新
工
場
で
は
自
動
化
に
よ
る
最

新
の
充
填
設
備
が
導
入
さ
れ
、
市
内

外
に
お
け
る
工
業
用
お
よ
び
医
療
用

ガ
ス
の
一
層
の
安
定
供
給
に
つ
な
が

る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
中
心
に
な
り
、

地
域
の
伝
承
を
活
か
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

７
月
に
は
「
イ
ザ
ナ
ミ
コ
ン
サ
ー

ト
・
イ
ン
・
上
の
台
」
が
開
催
さ

か
た
り
の
お
み
い

れ
、安
来
地
区
に
お
い
て
は
語
臣
猪

ま

ろ
麻
呂
の
毘
売
像
建
設
に
向
け
て
の
結

団
式
も
あ
り
ま
し
た
。
８
月
に
は
月

の
輪
ま
つ
り
に
お
い
て
「
イ
ザ
ナ
ミ

ひ
め
さ
き

神
話
」
や
「
毘
売
埼
伝
承
」
の
芝
居

公
演
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
秋

に
は
能
義
地
区
で
神
話
に
ち
な
ん
だ

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
と
伺
っ
て

お
り
、
改
め
て
本
市
の
恵
ま
れ
た
歴

史
環
境
を
認
識
さ
せ
ら
れ
た
次
第
で
す
。

月
山
富
田
城
跡
は
、
７
月
に
雑
木

を
伐
採
し
、
山
中
御
殿
の
壮
大
な

石
垣
の
威
容
が
う
か
が
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
本
市
と
雲
南

市
、
奥
出
雲
町
で
構
成
す
る
鉄
の

道
文
化
圏
で
は
、
１１
月
１０
日
に
東

京
国
立
博
物
館
で
「
た
た
ら
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
２
」
を
開
催

し
、
当
圏
域
の
た
た
ら
製
鉄
の
価

値
を
広
く
発
信
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
神
話
伝
承
・
月
山
富

田
城
・
和
鋼
と
い
う
３
つ
の
歴
史

遺
産
を
活
か
し
、
郷
土

愛
の
醸
成
と
観
光
振
興

に
つ
な
げ
る
所
存
で
す
。

さ
ん

●
古
事
記
編
纂
１
３
０
０
年

記
念
事
業
関
連

●
国
道
４
３
２
号
菅
原
広
瀬
バ

イ
パ
ス
の
開
通

山山中中御御殿殿のの石石垣垣（（月月山山富富田田城城跡跡））

●
安
来
市
Ｐ
Ｒ
ソ
ン
グ

市議会９月定例会市長所信
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●
和
牛
振
興

●
や
す
ぎ
月
の
輪
ま
つ
り

安
来
節
全
国
優
勝
大
会

財
政
状
況

今
年
は
「
和
牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
」
と
も
呼
ば
れ
る
全
国
和
牛
能
力

共
進
会
が
、
１０
月
に
長
崎
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
７
月
２７
日
に
開
か
れ
た
審

査
会
で
本
市
か
ら
出
品
し
た
４
頭
が

島
根
県
代
表
牛
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

長
崎
大
会
に
向
け
て
、ぜ
ひ
、頑
張
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

先
月
１４
日
か
ら
４
日
間
、
や
す
ぎ

月
の
輪
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
月
の

輪
神
事
、
花
火
大
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
は
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域

市
長
会
を
構
成
す
る
５
市
の
Ｐ
Ｒ
展

が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
出
雲
市
か

ら
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
祭

り
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
年
も
月
の
輪
ま
つ
り
に
併
せ

ミ
リ
ア
ン

て
、
韓
国
密
陽
市
か
ら
１２
名
の
訪
問

団
を
お
迎
え
し
、
両
市
の
親
睦
と
交

流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

先
月
１５
日
か
ら
３
日
間
、
安
来
節

全
国
優
勝
大
会
が
開
催
さ
れ
、
予
選

を
勝
ち
抜
い
た
安
来
節
保
存
会
会
員

の
皆
さ
ま
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。

今
年
度
の
普
通
交
付
税
は
、
先
般

８３
億
７
０
０
０
万
円
余
の
交
付
決
定

が
な
さ
れ
、
臨
時
財
政
対
策
債
も
発

行
可
能
額
が
９
億
４
０
０
０
万
円
余

と
、
い
ず
れ
も
予
算
を
上
回
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

平
成
２３
年
度
決
算
に
よ
る
一
般
会

計
の
実
質
収
支
も
４
億
２
５
０
０
万

円
余
の
黒
字
と
、
例
年
並
み
の
数
字

が
得
ら
れ
、
今
年
度
の
財
政
運
営
に

つ
い
て
は
ひ
と
ま
ず
安
堵
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

決
算
で
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
交

付
税
の
合
併
算
定
替
の
段
階
的
廃
止

に
伴
う
財
源
不
足
が
懸
念
さ
れ
る

中
、
今
後
、
市
有
施
設
を
適
正
に
維

持
管
理
し
て
い
く
た
め
の
財
源
を
確

保
す
る
た
め
、
新
た
な
基
金
４
億
円

を
は
じ
め
、
合
計
で
１９
億
円
余
の
基

金
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で

す
。健

全
化
の
指
標
で
あ
る
実
質
公
債

費
比
率
や
将
来
負
担
比
率
に
つ
い
て

も
、
前
年
度
か
ら
さ
ら
に
数
値
が
改

善
し
て
い
ま
す
。

今
回
提
案
す
る
案
件

は
、
議
決
案
件
２６
件
、
認

定
案
件
１１
件
、
報
告
案
件

７
件
で
す
。

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

は
、
平
成
２５
年
３
月
末
に
指
定
期
限

を
迎
え
る
２７
施
設
の
う
ち
、
施
設
の

設
置
目
的
、
運
営
状
況
、
実
績
な
ど

諸
条
件
を
踏
ま
え
て
非
公
募
と
判
断

し
た
１３
施
設
１０
議
案
を
提
案
す
る
も

の
で
す
。

平
成
２４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

は
、
総
額
１
億
４
０
０
０
万
円
を
計

上
し
、
補
正
後
の
予
算
規
模
は
２
３

８
億
１
８
２
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。主

な
内
容
は
、
安
来
市
民
体
育
館

バ
リ
ア
フ
リ
ー
緊
急
整
備
事
業
８
６

３
万
円
、
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
整
備
事
業
費
補
助
金
２
５
８

０
万
円
、
企
業
参
入
連
携
支
援
事
業

費
補
助
金
１
０
２
０
万
円
、
青
年
就

農
給
付
金
事
業
費
補
助
金
９
０
０
万

円
、
安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー
駐

車
場
整
備
工
事
６
４
０
万
円
余
な
ど

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

市議会９月定例会市長所信

提
案
し
た
諸
議
案

▲月の輪神事に由来する「毘売埼伝承」の芝居公演。
安来節演芸館の役者と子どもたちが演じました。

▲安来節１０００人踊りのオープニングを飾った「斐
川・平田よさこい連」の皆さんによる演舞。（中海・
宍道湖・大山圏域市長会のイベント交流事業）

やすぎ月の輪まつり

■
問
い
合
わ
せ
…
企
画
調
整
課

℡
２３‐

３
０
５
９
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安
来
市
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
充
実
し
た
学
校
生
活

を
支
援
す
る
た
め
、
特
別
支
援
教
育
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

特
別
支
援
教
育
と
は
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
自
立
や
社
会

参
加
に
向
け
た
主
体
的
な
取
り
組
み
を
支
援
す
る
視
点
に
立
ち
、
子

ど
も
一
人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
も
て
る
力
を
高
め
、
生
活
や
学
習

上
の
困
難
を
改
善
・
克
服
す
る
た
め
、適
切
な
指
導
・
必
要
な
支
援
を
行
う
も
の
で
す
。

特
別
支
援
教
育
に
対
す
る
安
来
市
の
方
針
に
つ
い
て
、
今
月
号
か
ら
３
回
に
わ

た
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
次
回
は
１２
月
号
の
予
定
で
す
）

子
ど
も
の
「
困
っ
て
い
る
」
に
、

ま
わ
り
が
早
く
気
づ
き
、
み
ん
な

で
支
援
を
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
で
、

社
会
へ
の
適
応
が
高
ま
り
ま
す
。

通
常
の
学
級
で
特
別
支
援
教
育

を
必
要
と
す
る
子
ど
も
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う

■問い合わせ
学校教育課
℡２３‐３３２０

よ
き
理
解
者
と
な
っ
て

応
援
し
よ
う

「
困
っ
て
い
る
」
子
ど
も
た
ち
っ
て

…
ど
ん
な
姿
が
見
ら
れ
る
の
？

生
活
の
場
面
で

●
心
掛
け
た
い
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

▼
す
ぐ
に
カ
ッ
と
な
っ

て
イ
ラ
イ
ラ
す
る

▼
特
定
の
も
の
ご
と
へ
の
こ
だ
わ
り

が
強
い

▼
見
通
し
が
も
て
な
い
と
落
ち
着
か

な
い
な
ど

ポ
イ
ン
ト
①

正
し
く
理
解
す
る

「
わ
が
ま
ま
」「
な
ま
け
て
い
る
」

と
い
っ
た
困
っ
た
子
で
は
な
く
、
子

ど
も
自
身
が
「
う
ま
く
で
き
な
い
こ

と
に
困
っ
て
い
る
状
態
」
に
あ
る
こ

と
を
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

学
習
の
場
面
で

ポ
イ
ン
ト
②

寄
り
添
う

▼
行
を
抜
か
し
た
り
同

じ
行
を
読
ん
だ
り
す
る

▼
計
算
に
と
て
も
時
間
が
か
か
る

▼
う
っ
か
り
勘
違
い
や
聞
き
間
違
え

な
ど
が
多
い
な
ど

頭
ご
な
し
に
「
し
か
る
」
の
で
は

な
く
、
良
い
と
こ
ろ
、
努
力
し
よ
う

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
認
め
て
褒

め
、
良
い
と
こ
ろ
を
気
づ
か
せ
て
伸

ば
し
て
い
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
上
で
、
苦
手
な
と
こ
ろ
へ
の

対
処
法
を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

これまでの「特殊教育」は、障がい
の種類や程度に応じて、特別に配慮さ
れた場（盲・ろう・養護学校、特殊学
級など）で指導を行う教育でした。
これに対し、「特別支援教育」は、小・
中学校の通常の学級に在籍する、発達
障がいなどのある子どもも含め、特別
な支援を必要とするすべての子どもを
対象としています。（特別支援教育は、
特別な支援を要する子どもが在籍す
る、すべての学校で行われます）

自閉症、アスペルガー症候群、学習
障がい、注意欠陥多動性障がいなどの
総称。脳機能の障がいであり、育て方
や本人の性格が原因ではありません。
できる限り早期から適切な支援を受
けることによって、状態が改善するこ
とが期待できます。

平成１９年の学校教育法改正に
より、「特別支援教育」がスター
トしました。

特特殊殊教教育育と特特別別支支援援教教育育の違い

友
だ
ち
関
係
や

集
団
活
動
で

発達障がいとは…

▼
気
持
ち
を
言
葉
で

伝
え
る
の
が
苦
手

▼
相
手
が
困
る
よ
う
な
こ
と
を
遠
慮

な
く
言
っ
て
し
ま
う

▼
自
分
の
ル
ー
ル
で
行
動
す
る
な
ど

ポ
イ
ン
ト
③

自
信
を
持
た
せ
る

「
で
き
た
」「
わ
か
っ
た
」

と
い
っ
た
成
功
体
験
を
た

く
さ
ん
積
ま
せ
ま
し
ょ

う
。
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人人
・・
農農
地地
ププ
ララ
ンン
とと
はは

業
者
の
高
齢
化
や
耕
作

放
棄
地
の
増
加
な
ど
の

問
題
が
深
刻
化
し
、
地
域
農

業
の
将
来
展
望
が
描
け
な
い

集
落
・
地
域
が
増
え
て
い
ま
す
。
５

年
後
、
１０
年
後
の
地
域
の
農
業
は
、

誰
が
ど
の
よ
う
に
引
っ
張
っ
て
行
く

の
か
、
地
域
の
皆
さ
ん
で
真
剣
に
話

し
合
っ
て
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を

作
り
、こ
の
問
題
を
解
決
し
ま
し
ょ
う
。

集
落
・
地
域
な
ど
の
将
来
の
農
村

問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
「
未
来
の

設
計
図
」
で
す
。

●
今
後
の
地
域
の
担
い
手
農
家
（
個

人
・
法
人
・
集
落
営
農
）
は
だ
れ
か

●
地
域
の
担
い
手
農
家
へ
ど
う
や
っ

て
農
地
を
集
め
る
か

●
地
域
の
担
い
手
農
家
と
兼
業
・
自

給
的
農
家
を
含
め
た
農
業
の
あ
り
方

（
生
産
品
目
、
経
営
の
統
合
、
共
同

化
）
な
ど
地
域
で
話
し
合
い
、
結
果

を
受
け
て
市
が
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す
。

※
プ
ラ
ン
は
す
べ
て
の
地
域
で
作
成

さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
が
、

必
ず
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

農

み
な
さ
ん
の
地
域
の

人
と
農
地
の
未
来
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か

地
域
で
つ
く
る
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
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人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
地

域
の
担
い
手
農
家
に
位
置
付
け
ら
れ

る
と
、
次
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

①
青
年
就
農
給
付
金（
経
営
開
始
型
）

農
業
の
経
営
が
不
安
定
な
就
農
直

後
の
５
年
間
、
年
間
１
５
０
万
円
を

支
給
し
ま
す
。
た
だ
し
、
原
則
４５
歳

未
満
で
独
立
・
自
営
で
就
農
を
し
て

お
り
、
就
農
後
の
総
所
得
が
年
間
２

５
０
万
円
未
満
の
人
。

②
経
営
転
換
協
力
金

地
域
の
中
心
と
な
る
経
営
体
へ
の

農
地
集
積
に
協
力
す
る
農
地
の
所
有

者
に
対
し
、
貸
付
面
積
に
応
じ
て
１

戸
当
た
り
３０
万
円
か
ら
７０
万
円
を
支

給
し
ま
す
。

さ
く
ほ

③
分
散
錯
圃
解
消
協
力
金

地
域
の
担
い
手
の
農
地
に
隣
接
す

る
農
地
を
、
そ
の
担
い
手
へ
貸
す
人

に
対
し
、
１０
㌃
当
た
り
５
千
円
を
支

給
し
ま
す
。

④
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
の
５
年
間
無
利
子

農
地
取
得
を
含
む
施
設
整
備
、
長

期
運
転
資
金
な
ど
の
農
業
経
営
安
定

の
た
め
の
融
資（
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
）

を
５
年
間
実
質
無
利
子
と
し
ま
す
。

プ
ラ
ン
は
、
作
成
す
る
地
域
の
農

業
事
情
に
応
じ
て
、
最
も
ふ
さ
わ
し

い
方
法
で
進
め
て
く
だ
さ
い
。

農
業
集
落
の
世
話
を
さ
れ
て
い
る

人
や
、
地
域
農
業
の
将
来
に
疑
問
の

あ
る
人
な
ど
が
、
中
心
と
な
っ
て
プ

ラ
ン
を
作
成
し
ま
す
。

プ
ラ
ン
の
範
囲

国
は
、
平
地
で
２０
〜
３０
㌶
、
中
山

間
地
域
で
は
１０
〜
２０
㌶
の
経
営
規
模

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
安
来
市
で

は
、
自
治
会
単
位
を
基
本
と
し
て
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
集
落
な
ど

の
狭
い
範
囲
や
複
数
自
治
会
を
併
せ

た
広
い
範
囲
で
策
定
し
ま
す
。

事
前
準
備

集
落
・
地
域
と
の
話
し
合
い
の
前

に
、
市
・
関
係
機
関
と
の
事
前
協
議

・
農
家
の
意
向
確
認
や
地
域
の
担
い

手
の
候
補
と
の
意
見
交
換
な
ど
を

行
っ
て
お
く
こ
と
で
、
ス
ム
ー
ズ
に

話
し
合
い
が
進
み
ま
す
。

※
プ
ラ
ン
の
作
成
を
検
討
さ
れ
る
と

き
は
、
ま
ず
農
林
振
興
課
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

③市による検討会の開催
■集落・地域の話し合いを受け
て、プラン原案を作成する。
また、農業関係機関や農業者
の代表で構成する検討会を開
催し、原案の妥当性などを審
査・検討する。
【検討会のメンバー】
島根県東部農林振興センター
やすぎ農業協同組合、安来市
集落営農組織連絡協議会、安
来地方農業士会、安来市認定
農業ネットワーク、安来市農
業委員会、安来市
※メンバーのおよそ３割は女性
とします。（安来市は、検討委
員９人のうち３人が女性です。）

②集落・地域における話し合い
■集落・地域内の多くの人（経営
者だけでなく、妻や子どもなど
も）が参加し、発言をしてもらう。
■アンケートの結果を基に、次の
点などを話し合ってもらう。
・誰が地域農業の中心となるか
・今いなければどう作るか
・そこへの農地をどう集めるか
【検討のポイント】
●中心となる経営体がいれば、そ
の経営体を中心に地域農業の発
展形を構築する。
●いなければどうするか。
●次世代の担い手として、青年就
農者を積極的に位置付ける。
●担い手不足の地域では、集落営
農の組織化なども選択肢に。

①市・関係機関が行うこと
■地域内の農業者に対し、次
の点などをアンケートなど
で確認する。
・地域農業の将来の見通し
農地の有効利用、継続
可能な経営

・地域農業の今後の方向性、
中心となる経営体をど
こにするか、どう創る
か、新規就農等をどう
するかなど

・自らの経営や農地を今後
どうするか

■集落のリーダー役と、話し
合いの段取りについて打ち
合わせる。

適当と判断されたものは、市が人・農地プランとして正式決定

人人
・・
農農
地地
ププ
ララ
ンン
作作
成成
メメ
リリ
ッッ
トト

人人
・・
農農
地地
ププ
ララ
ンン
作作
成成
のの
進進
めめ
方方

人・農地プラン作成の一般的手順(例)

■
問
い
合
わ
せ
…
農
林
振
興
課

℡
２３‐

３
３
３
３
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５月に松江市で行われた島根県障害者スポー
ツ大会に、切川町在住の山崎美由紀さんが水泳
の自由形（25 ㍍）、背泳ぎ（25 ㍍）の２種目で
優勝し、10 月 13 日から岐阜県で開催される全
国大会に島根県代表選手として出場されます。
山崎さんは、高校生のときに本格的に水泳を
開始。以後 17 年間、練習を積み重ね、県のトッ
プ選手として数々の大会で優勝してきました。
前回出場した静岡大会では背泳ぎで２位、自
由形は３位。好成績ながら「優勝できなかった
悔しさばかりが残っています。今回は金メダル
が一番の目標です」と、抱負を語りました。

久白町で、先祖供養と町民の親睦を目的とし
た、「寺ごもり」が８月 18 日に行われました。
寺ごもりは、明治期に始まり、戦時中に途絶え
るまで続いていた行事で、昭和 58 年に復活さ
せ、以来、町内を挙げて毎年開かれています。

へんさん

30 周年を迎えた今年は、古事記編纂 1300 年
と重なることもあり、自治会長の板持浩二さん
が久白町の歴史などをスライドに編集。公会堂
での懇親会で披露し、山をくりぬいて町内の田
んぼに水を潤す工事を成し遂げた
先人の功績などを紹介しながら、
まちの歩みをたどりました。

県
大
会
で
は
、
２５
㍍
自
由
形
、
２５
㍍
背
泳
ぎ
の
両

種
目
と
も
大
会
記
録
で
優
勝
。
全
国
大
会
で
も
好

成
績
へ
の
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。
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お盆恒例の自治会親善野球大会が８月 13 日か
ら 15 日までの３日間、91 チームの参加により行
われ、熱戦の末、植田町が優勝。大会３連覇を
飾り、50 年ぶりとなる快挙を達成しました。
植田町は、中学生から 28 歳までの若いチー
ム。監督の高野公児さんは、「選手全員が地元で
育ち、お互いを小さなころから知っていて仲が
いい。持ち味の連携や守備は、和気あいあいと
した雰囲気のおかげです」と、強さの秘訣を語
りました。
●大会結果：優勝…植田町、準優勝…高広町・
和田団地・あかねヶ丘、３位…八幡町、大市場
※チーム名は、届け出によるものです。

安来節の日本一を決める「安来節全国優勝大
会」が８月 15 日から 17 日までの３日間、安来
市民体育館で開催されました。
全国 67 支部、約 3,800 人の会員を抱える安
来節保存会の真夏の祭典といえる本大会には、
予選を勝ち抜いた６歳から 84 歳までの約 830
人が出場。唄・絃・鼓・踊り・銭太鼓の５種目
で、個人・少年・団体と階級別に、日ごろの練
習の成果を競い合いました。
少年の部では、子どもたちが一所懸命な演技
を披露。会場からは「がんばれ」など温かい声
援が掛けられていました。

秘秘書書課課 ℡℡２２３３‐‐３３００１１００

ああんんななこことと、、ここんんななこことと
地地域域のの話話題題ををおお届届けけししまますす。。
皆皆ささままかかららのの情情報報もも、、

おお待待ちちししてていいまますす。。

決決勝勝戦戦のの様様子子
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９月 10 日、広瀬町出身（神戸市在住）の奥田
玲子さんが井尻小学校を訪れ、自ら創作した古
事記の紙芝居を、同校の児童らに披露しました。
紙芝居は、国生み伝説やヤマタノオロチ伝説
などを、約 50 枚に描いたもの。子どもたちに
も楽しめるように、方言や身振り手振りを交え
て、約１時間、ユーモアたっぷりに語りました。
「出雲地方には神話が身近にあっても、あま
り知られてない。特に、子どもたちに伝えるこ
とで、ふるさとへの誇りを持ってもらいたい」
と、神話が息吹く故郷への思いを語りました。

８月 2日から３日間、山口市で開かれた、中
国中学校バレーボール選手権大会（中国大会）
で、第三中学校男子バレーボール部が３位とな
り、全国大会への出場を決めました。
このチームの強みは、どこからでも点が取れ
ること。相手に的を絞らせず得点を積み重ね、
中国地区ではわずか 3チームしか枠がない、全
国への切符を、17 年ぶりに見事勝ちとりました。
8月 21 日から行われた全国大会では、残念な
がら予選敗退となりましたが、この経験を糧に
選手・チームのさらなる飛躍が期待されます。

島根県が国際交流を進めている、ロシア、中国、
韓国から来日した青年 17 人が８月７日、やすぎ
懐古館一風亭で日本文化を楽しみました。
「北東アジア交流の翼 in しまね」プロジェク
トの一環として訪れた一行は、地元の人に習い、
茶道や浴衣の着付けなどを体験。エレーナさん（ロ
シア）は、「抹茶は苦くなくておいしかった。茶
道は独特でとてもおもしろい」と、和があふれる
空間の中で、「わび」や「さび」の
心に触れながら、楽しい時間を過ご
しました。

8 月 9日、全国大会出場報告のため市役所を訪れた
部員の皆さん。桑原瑠星主将が「チームワークで
頑張りたい」と意気込みを語りました。

▲紙芝居を読み聞かせる奥田さん。１０月７日に
開催される十神地区文化祭（会場は安来中央交
流センター）でも披露されます。
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平成の名水百選に選ばれている、伯太町上小竹の
鷹入の滝で 8月 13 日、お盆の風物詩「鷹入の滝ま
つり」があり、涼を求める大勢の人でにぎわいまし
た。
この祭りは、ふるさとの良さを感じてもらおう
と、地元住民が主体となり、毎年帰省客の多いこの
時期に開催。ふもとから山道を約 15 分登った本滝
では、スタッフによる抹茶やお菓子などが振る舞わ
れました。ふもとでは、そうめん流しやコイの稚魚
すくいなどが行われ、訪れた人はしばし暑さを忘
れ、束の間の涼しさを楽しんでいました。

環境意識の啓発などを目的に、やすぎ環境フェ
かすり

アが 9月 9 日、広瀬絣センター前の飯梨川河川
敷で開催され、家族連れなどでにぎわいました。
このうち、「川辺の教室」では、講師の宍道湖
自然館「ゴビウス」の越川館長が、親子らが川
に入って採取した魚や昆虫などを集めて解説。
飯梨川は、多種多様な生物が混在する貴重な川
であることを説明しました。
会場では、ヤマメのつかみ取りや竹水鉄砲づ
くりなどの参加体験型イベントが多く、子ども
たちの楽しそうな声が会場に響いていました。

安来の夏を彩る「やすぎ月の輪まつり」が 8月
14 日から 17 日まで行われ、会場となった安来町
市街地や安来港には、家族連れや帰省客など、延
べ約５万５千人の人であふれました。
安来港特設ステージで行われたダンスコンテス
トには、過去最多の 15 組が参加して、華麗なダ
ンスやパフォーマンスで観客を魅了。会場には若
い観衆が多く詰めかけ、今後のまつりの魅力とな
りそうです。このほか、5千発の花火や伝統の月

の輪神事なども行われ、安来のまち
は熱気に包まれていました。

月月のの輪輪神神事事

ダダンンススココンンテテスストト

▲高さ１０㍍を誇る本滝
▼ニジマスやウナギのつか
み取り。

▲

タモ網を使ってメダカやカ
ジカ、シジミなどを採取。
▼広瀬小と能義小の児童が、
飯梨川の生態系や地球温暖化
などの発表を行いました。
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新新着着図図書書紹紹介介

身につまされる江戸のお家騒動
榎本 秋

ツタンカーメン 少年王の謎
河合 望

花のさくら通り 荻原 浩
神をとる 畠中 恵
６ シックス 早見和真
〈お子さんのほん〉
レガッタ！水をつかむ 濱野京子
カンナ道のむこうへ くぼひでき
ぼくらの秘密結社 宗田 理

空飛ぶ広報室 有川 浩
白ゆき姫殺人事件 湊かなえ
なでしこお京捕物帖大逆転 岳 真也
両国大相撲殺人事件 風野真知雄
５０歳からはじめるハイキング
の教科書 加藤庸ニ/監修
〈お子さんのほん〉
おかあちゃんがつくったる

長谷川義史
みょうがやど 川端 誠
とりどりのとり 佐々木マキ

ひらいて 綿矢りさ
カラマーゾフの妹 高野史緒
虚像の道化師 東野圭吾
中年心得帳 林真理子
百年法（上・下） 山田宗樹
池上彰と考える、仏教って何
ですか？ 池上 彰
もらい泣き 冲方 丁
〈お子さんのほん〉
くまの皮をきた男 グリム
いしかりがわ 村松 昭
カビのふしぎ 伊沢尚子

やや
すす
ぎぎ
どど
じじ
ょょ
っっ
ここ
テテ
レレ
ビビ
でで

自自
社社
をを
ＰＰ
ＲＲ
しし
まま
せせ
んん
かか

℡３７－００５０

●そのほかの新着図書情報は…http : // : www.city.yasugi.shimane.jp/p/1/11/

蔵書点検等により臨時休館します。
期間…10 月 14 日㈰

10 月 23 日㈫～ 10 月 26 日㈮

●ひろせ図書室 （臨時休館)

「
Ｓ
Ｓ
Ｙ
企
業
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
」

出
演
事
業
所
募
集
中
！

産
業
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
や
す
ぎ
（
Ｓ
Ｓ
Ｙ
）
で
は
、
や

す
ぎ
ど
じ
ょ
っ
こ
テ
レ
ビ
と
連
携
し
て
、
同
局
の
番
組
内

に
、
市
内
の
事
業
所
が
直
接
企
業
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
の
で
き

る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
７
月
か
ら
放
送
し
て
い
ま
す
。

自
社
の
事
業
・
店
舗
紹
介
の
ほ
か
、
新
製
品
や
新
メ

ニ
ュ
ー
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

℡３２－４４５５

平日の閉館時間を２０時から１９時に変更します。
期間…10 月１日㈪～平成 25 年３月 29 日㈮

放
送
時
間
な
ど

閉閉館館時時間間・・臨臨時時休休館館ののおお知知ららせせ

放
送
時
間
は
３
分
程
度
、
出
演
料
は
無
料
で
す

※
出
演
は
、
原
則
１
事
業
所
に
つ
き
１
回
で
す
。

※
取
材
は
、
ど
じ
ょ
っ
こ
テ
レ
ビ
が
直
接
伺
い
ま
す
。

※
放
送
日
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
出
演
順
の
決

定
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｙ
に
一
任
い
た
だ
き
ま
す
。

※
放
送
後
の
視
聴
者
へ
の
対
応
は
、
各
事
業
所
で
お
願
い

し
ま
す
。

●安来市立図書館 （閉館時間の変更）

図書館からのお知らせ

℡２２－２５７４

申
込
方
法

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
、

メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
メ
ー
ル
の
場
合
は
、

必
要
事
項
を
転
載
し
て
く
だ
さ
い
）

※
申
込
書
は
、
産
業
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
や
す
ぎ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
せ
商
工
観
光
課
℡
２３‐

３
３
４
４

２０



東
日
本
大
震
災
義
援
金
の
受
け

付
け
を
終
了
し
ま
し
た

●問
総
務
課
℡
２３‐

３
０
１
５

市
内
約
４０
カ
所
の
公
共
施
設

で
受
け
付
け
て
い
ま
し
た
東
日

本
大
震
災
義
援
金
は
、
８
月
末

を
も
っ
て
受
け
付
け
を
終
了
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
皆
さ
ま

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
の
総

額
は
、
１
１
４
０
万
９
２
０
２

円
と
な
り
ま
し
た
。

義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社

を
通
じ
被
災
地
各
都
道
県
に
設

置
さ
れ
た
義
援
金
配
分
委
員
会

へ
送
金
さ
れ
、
そ
の
後
、
被
災

市
町
村
を
経
由
し
て
被
災
者
に

届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

（
国
保
の
保
険
証
）
の
更
新

●問
保
険
年
金
課
℡
２３‐

３
０
８
７

現
在
お
持
ち
の
国
保
の
保
険

証
は
、
有
効
期
限
が
平
成
２４
年

９
月
３０
日
で
す
。

１０
月
１
日
か
ら
お
使
い
い
た

だ
く
新
し
い
保
険
証
は
、
次
の

と
お
り
お
送
り
し
ま
す
。

送
付
時
期
と
方
法

９
月
末
ま

で
に
世
帯
主
宛
に
加
入
者
全
員

分
を
一
括
送
付
し
ま
す
。
特
定

記
録
郵
便
で
お
届
け
し
ま
す
。

（
郵
便
受
箱
に
配
達
す
る
ま
で

の
記
録
を
残
す
も
の
で
、
受
領

時
の
署
名
な
ど
は
不
要
で
す
）

そ
の
他

▽
現
在
お
持
ち
の
も

の
（
有
効
期
限
が
平
成
２４
年
９

月
３０
日
）
は
、
１０
月
１
日
以
降

裁
断
な
ど
に
よ
り
破
棄
し
て
く

だ
さ
い

▽
国
保
以
外
の
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、

国
保
の
保
険
証
は
使
え
ま
せ

ん
。
新
し
く
加
入
さ
れ
た
保
険

証
と
国
保
の
保
険
証
を
お
持
ち

の
上
、
必
ず
国
保
の
資
格
喪
失

の
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

お申し込みは松江年金事務所へ

※
今
後
の
義
援
金
の
受
け
付
け

に
つ
い
て
は
、
安
来
市
社
会
福

祉
協
議
会（
℡
２３‐

１
８
５
５
）

へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

国民年金保険料は、納め忘れたまま２年を
超えると納めることができませんでしたが、
本年 10 月１日から３年間に限り、過去 10
年以内に納め忘れた保険料を納めることがで
きる後納制度（納期限の延長）が始まります。
これにより、将来の年金額を増やしたり、
年金を受け取ることができる権利につなげた
りすることができるようになります。

申込方法 事前に松江年金事務所（松江市東
朝日町）にお申し込みください。

そ の 他

・すでに国民年金を受給している人など、
この制度がご利用できない場合がありま
す。
・年金記録は、ねんきんネットでも確認で
きます。（http : //www.nenkin.go.jp）

●問・国民年金保険料専用ダイヤル
（一般電話から）℡０５７０‐０１１‐０５０
（ＩＰ電話から）℡０３‐６７３１‐２０１５
・松江年金事務所
℡０８５２‐２３‐９５４２

・保険年金課 ℡２３‐３０８６

過去１０年以内の未納分が納付可能となります

国民年金保険料の後納制度

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

行行

政政

最優秀賞（１点） だんだんサミット
受賞者 藤井きょう子さん（広島県福山市）
※受賞者は、応募多数により、抽選で決定。
※選考理由…「だんだん」は、この地方の方言で
あり、この圏域全体をイメージしやすく、親し
みやすい。また、みんながお互いに「感謝の気
持ちをもって連携し、圏域の発展を目指そう」
という期待が込められている。

優秀賞（５点）

うんぱく市長会、くにびきサミット、ご縁市長会、
さんいん圏央会、とっとりしまね県ＴＨＥ会

安来・松江・出雲・米子・境港の５市長で構成す
る、「中海・宍道湖・大山圏域市長会」（鳥取県西部町
村会はオブザーバー参加）の愛称が「だんだんサミッ
ト」に決まりました。
愛称は、この圏域を全国にＰＲするため、５月 14
日から６月 25 日にかけて公募し、全国から寄せられ
た６７４点（４３２人）の中から選考しました。

●問・中海・宍道湖・大山圏域市長会事務局
℡０８５９‐２３‐５３７６

・企画調整課 ℡２３‐３０５９

愛称は「だんだんサミット」です

中海・宍道湖・大山圏域市長会

２１



登
記
事
項
証
明
書
の
請
求
は
オ

ン
ラ
イ
ン
請
求
が
便
利
で
す

●問
松
江
地
方
法
務
局
総
務
課

℡
０
８
５
２‐

３２‐

４
２
０
０

土
地
・
建
物
や
会
社
・
法
人

の
登
記
事
項
証
明
書
は
、
自
宅

や
会
社
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
申
請

（
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
）
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
、
交
付
手
数
料
が

法
務
局
の
窓
口
で
申
請
す
る
よ

り
も
安
く
な
る
ほ
か
、
証
明
書

を
郵
送
や
希
望
す
る
法
務
局
の

窓
口
に
出
か
け
て
受
け
取
る
こ

と
も
で
き
る
な
ど
、
大
変
便
利

で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

手
数
料
（
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
の

場
合
）

郵
送
５
７
０
円
、
窓

口
交
付
５
５
０
円
（
窓
口
請
求

の
場
合
は
７
０
０
円
）

※
手
数
料
の
支
払
い
は
、
郵
便

局
・
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
ペ
イ
ジ
ー

（
電
子
納
付
）
が
利
用
で
き
ま

す
。

そ
の
他

詳
し
く
は
、
法
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
登
記

ね
っ
と
」と
検
索
し
て
「
登
記
・

供
託
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ

ム
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

平
成
２５
年
度
奨
学
生
等
募
集

●申
●問
島
根
県
育
英
会

℡
０
８
５
２‐

２８‐

１
９
８
１

島
根
県
出
身
で
、
大
学
・
短

大
・
専
修
学
校
な
ど
に
在
学
中

ま
た
は
、
進
学
・
転
学
を
予
定

し
て
い
る
人
を
対
象
に
募
集
し

ま
す
。

●●
奨
学
生
募
集

大
学
な
ど
の
在
学
中
に
必
要

な
経
費
の
一
部
を
毎
月
お
貸
し

し
ま
す
。

募
集
人
員

５３
人
程
度
。

貸
与
額

毎
月
３
〜
７
万
円
。

貸
与
時
期

平
成
２５
年
４
月
〜

在
学
期
間
。

返
還
方
法

学
校
卒
業
後
の
６

カ
月
後
か
ら
借
り
た
期
間
の
３

倍
以
内
で
返
還
。
（
無
利
子
）

願
書
受
付
期
限

１０
月
２６
日
㈮

●●
就
学
生
募
集

大
学
な
ど
の
入
学
時
に
必
要

な
経
費
の
一
部
を
お
貸
し
し
ま

す
。

募
集
人
員

５０
人
程
度
。

貸
与
額

５０
万
円
ま
た
は
１
０

０
万
円
。

貸
与
時
期

平
成
２５
年
４
月
末

返
還
方
法

大
学
等
卒
業
後
、

１０
年
間
で
返
還
（
有
利
子
）

願
書
受
付
期
限

１０
月
２６
日
㈮

●●
大
阪
学
生
会
館
入
寮
生
募
集

大
阪
府
内
に
あ
る
学
生
会
館

の
入
寮
生
を
受
け
入
れ
ま
す
。

募
集
期
間

▽
第
１
期
…
９
月

７
日
㈮
〜
１０
月
２６
日
㈮

▽
第

２
期
…
１１
月
１
日
㈭
〜
１１
月
３０

日
㈮

▽
第
３
期
…
１２
月
３
日

㈪
〜
平
成
２５
年
１
月
３１
日
㈭

▽
第
４
期
…
平
成
２５
年
２
月
１

日
㈮
〜
平
成
２５
年
３
月
８
日
㈮

▽
第
５
期
…
平
成
２５
年
３
月
１１

日
㈪
〜
平
成
２５
年
３
月
３１
日
㈰

乳
幼
児
健
診

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

※※
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。

●●
４
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

１０
月
１１
日
㈭
１３

時
〜
１３
時
４５
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２４
年
５
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
。

●●
９
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

１０
月
１１
日
㈭
９

時
〜
９
時
４５
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２３
年
１２
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手

帳
。

●●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

１０
月
２５
日
㈭
９

時
〜
９
時
４５
分
、
伯
太
●健

対
象

平
成
２３
年
３
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、子
ど
も
用
歯
ブ
ラ
シ
。

●●
３
歳
児
健
診

日
時
・
場
所

１０
月
２５
日
㈭

１３
時
〜
１３
時
４５
分
、
伯
太
●健

対
象

平
成
２１
年
７
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、
子
ど
も
用
歯
ブ
ラ

シ
、
当
日
朝
の
尿
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時
・
場
所

１０
月
１０
日
㈬
１３

時
１５
分
〜
１３
時
４５
分
（
受
付
時

間
）
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２４
年
６
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
予

防
接
種
予
診
票
。

市民の皆さんから、市政に
関するご意見やご提案などを
文書で投函していただく市政
提案箱を、市役所の各庁舎に
加え、市内の地区交流セン
ターにも設置しました。
お寄せいただいたご提案な
どは、よりよい市政を運営す
るため、役立てるよう努めて

いきますのでご利用ください。
※地区交流センターの提案箱に投函された文書の
回収は、おおむね月に１回です。お急ぎのご提案
などは、市役所各庁舎に設置している提案箱に投
函していただきますようお願いします。

市政提案箱を交流センターに設置しました

●問秘書課 ℡２３‐３０１０

保保

健健

２２



ポ
リ
オ
予
防
接
種
の
集
団
接
種

を
中
止
し
ま
す

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

９
月
１
日
か
ら
ポ
リ
オ
予
防

接
種
は
、
集
団
接
種
か
ら
個
別

接
種
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
１０
月
に
予
定
し
て

い
た
集
団
接
種
は
中
止
し
ま
す
。

個
別
接
種
の
方
法
に
つ
い
て

は
、
８
月
下
旬
に
対
象
者
に
文

書
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

接
種
費
用

対
象
年
齢
（
生
後

３
カ
月
〜
９０
カ
月
※
７
歳
６
カ

月
）
内
の
場
合
は
無
料
。

離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時
・
対
象

１０
月
３０
日
㈫

▽
５
〜
６
カ
月
児
９
時
４５
分
〜

１０
時

▽
９
〜
１１
カ
月
児
１３
時

３０
分
〜
１３
時
４５
分（
受
付
時
間
）

場
所

広
瀬
●健

申
込
期
限

１０
月
２６
日
㈮

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
参

加
費
１
０
０
円
、
お
て
ふ
き
。

ほ
ん
わ
か
タ
イ
ム
「
幼
児
期
の

病
気
の
予
防
と
対
処
法
」

●申
●問
つ
ど
い
の
広
場

℡
２３‐
７
０
５
０

幼
児
期
に
か
か
り
や

す
い
病
気
や
そ
の
対
処

法
な
ど
に
つ
い
て
小
児

科
医
が
お
話
し
ま
す
。

流
行
性
の
病
気
な
ど

が
詳
し
く
聞
け
る
機
会

で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。（
参
加
無
料
）

日
時
・
場
所

１０
月
１２

日
㈮
１３
時
３０
分
〜
１５

時
、
つ
ど
い
の
広
場

（
親
子
交
流
セ
ン
タ
ー

内
）

そ
の
他

託
児
あ
り

（
１０
人
程
度
、要
申
込
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

子
育
て
講
演
会
「
と
も
育
て
の

ス
ス
メ
〜
パ
パ
の
子
育
て
術

〜
」
（
要
申
込
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

父
親
が
子
ど
も
の
成
長
に
応

じ
て
、
ど
の
よ
う
に
子
育
て
し

て
い
く
べ
き
か
を
お
話
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
お
父
さ
ん
も
一
緒

に
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
・
場
所

１０
月
２３
日
㈫
１０

時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
、
広
瀬
●健

講
師

特
定
非
営
利
活
動
法
人

Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｌ
Ｉ
・
福
井
正
樹
氏
。

そ
の
他

託
児
あ
り（
要
申
込
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

子
育
て
支
援
講
座
「
保
育
所
っ

て
ど
ん
な
と
こ
ろ
」
（
要
申
込
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

保
育
所
に
子
ど
も
を
通
わ
せ

た
い
と
思
っ
て
い
る
保
護
者
を

対
象
に
、
保
育
所
入
所
に
関
す

る
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

１０
月
２９
日
㈪
１０

時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
、
広
瀬
●健

イ
ヌ
の
し
つ
け
方
教
室

●申
●問
環
境
衛
生
課

℡
２３‐

３
０
９
８

飼
い
イ
ヌ
の
し
つ
け
方
を
学

び
た
い
、
こ
れ
か
ら
イ
ヌ
を
飼

い
た
い
な
ど
と
お
考
え
の
人

は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

１０
月
２１
日
㈰
９
時
３０
分

〜
１１
時
３０
分

場
所

安
来
中
央
●交
（
イ
ヌ

同
伴
の
入
室
は
で
き
ま
せ
ん
）

内
容

▽
イ
ヌ
の
基
本
的
訓
練

▽
し
つ
け
方
の
講
義
・
実
習
な

ど
。

※
実
習
は
、
希
望
者
を
対
象
に

安
来
庁
舎
隣
の
市
民
広
場
で
実

施
し
ま
す
。
お
申
し
込
み
の
際

に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
（
希
望

者
が
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
イ

ヌ
の
対
象
年
齢
は
１
〜
２
歳
位

（
１
組
に
つ
き
１
頭
限
定
）
。

申
込
期
限

１０
月
１２
日
㈮

定
員

３０
人
（
先
着
順
）

そ
の
他

▽
当
日
の
イ
ヌ
の
事

故
や
管
理
は
、
飼
い
主
の
責
任

に
お
い
て
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
講
義
中
は
イ
ヌ
を
保
管
す
る

施
設
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
連
れ

の
人
が
会
場
横
駐
車
場
で
連
れ

添
い
待
機
し
て
く
だ
さ
い
。

１０
月
は
「
臓
器
移
植
普
及
推
進

月
間
」
と
「
骨
髄
移
植
推
進
月

間
」
／
１０
月
１０
日
は
「
目
の
愛

護
デ
ー
」

●問
し
ま
ね
ま
ご
こ
ろ
バ
ン
ク

℡
０
８
５
２‐

２２‐

２
５
５
６

移
植
医
療
は
、
提
供
者
（
ド

ナ
ー
）
か
ら
移
植
希
望
者
（
レ

シ
ピ
エ
ン
ト
）
へ
臓
器
・
組
織

を
移
し
植
え
る
医
療
で
、
第
三

者
の
善
意
に
よ
る
提
供
か
ら
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。

臓
器
な
ど
を「
提
供
し
た
い
」

「
提
供
し
た
く
な
い
」
は
、
ど

ち
ら
も
一
人
ひ
と
り
の
大
切
な

意
思
で
す
。
自
分
の
気
持
ち
、

大
切
な
家
族
の
気
持
ち
に
つ
い

て
、
こ
の
機
会
に
家
族
で
お
話

し
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
臓
器
提
供
の
意
思
表
示
は
、

臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
、

運
転
免
許
証
・
健
康
保
険
証
の

裏
面
の
意
思
表
示
欄
に
記
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

教教
室室
・・
講講
座座

「うつ病」について正しく理解し、地域でできる
ことを考えてみませんか。どなたでも参加できます。

こころの健康づくり研修会

１０月１１日㈭13 時 30 分～1５時
安来中央●交
演題：うつ病の理解と対応
講師：杉原徳郎氏
（杉原クリニック院長）

●問いきいき健康課 ℡２３‐３２２０

日 時
場 所
内容（講演）

２３



安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー
主

催
の
教
室
な
ど

●申
●問
安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

℡
２３‐

１
７
５
０

※
場
所
は
い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
。

●
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
日

ち
ょ
っ
と
聞
き
た
い
小
さ
な

疑
問
の
解
決
方
法
教
え
ま
す
。

操
作
全
般
の
質
問
も
対
応
可
。

日
時

１０
月
１
日
㈪
・
１５
日
㈪
・

２９
日
㈪
、
１０
時
〜
１２
時

受
講
料

５
０
０
円
。

そ
の
他

▽
パ
ソ
コ
ン
持
込
可

▽
申
込
不
要
。

●●
パ
ソ
コ
ン
個
人
指
導

分
か
ら
な
い
こ
と
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
集
中
的
に
学
べ
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

受
講
料

３
０
０
０
円
（
１
回

２
時
間
）
。

そ
の
他

▽
受
講
日
時
は
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い

▽
パ
ソ

コ
ン
、デ
ジ
カ
メ
な
ど
持
込
可
。

●●
パ
ソ
コ
ン
教
室

①
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
夜
間
コ
ー

ス（
オ
フ
ィ
ス
２
０
１
０
対
応
）

日
時

１０
月
２３
日
㈫
〜
１１
月
９

日
㈮
の
毎
週
㈫
㈮
（
６
日
間
）、

１７
時
３０
分
〜
１９
時
３０
分

受
講
料

５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
１
０
０
０
円
）
。

そ
の
他

▽
定
員
１５
人
（
５
人

以
上
で
開
講
）

▽
要
申
込

▽
パ
ソ
コ
ン
の
持
込
不
要
。

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル

コ
ー
ス
（
オ
フ
ィ
ス
２
０
１
０

・
セ
ブ
ン
対
応
）

日
時

１０
月
２９
日
㈪
〜
11
月
１

日
㈭
（
４
日
間
）
、
９
時
３０
分

〜
１２
時
３０
分

受
講
料

５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
１
０
０
０
円
）
。

そ
の
他

▽
一
人
で
入
力
で
き

る
人
が
対
象

▽
定
員
１５
人
（

５
人
以
上
で
開
講
）

▽
要
申

込

▽
パ
ソ
コ
ン
の
持
込
不
要
。

●●
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

（
Ⅰ
Ｔ
事
務
実
践
科
）

●申
●問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
安
来

℡
２２‐

２
５
４
５

再
就
職
に
向
け
て
パ
ソ
コ
ン

技
能
・
応
用
力
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
が
目
標
で
す
。

期
間

１２
月
４
日
〜
平
成
２５
年

２
月
２８
日
（
原
則
、
土
日
・
祝

日
な
ど
を
除
く
）

対
象

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
所
長
の

受
講
指
示
ま
た
は
推
薦
が
受
け

ら
れ
る
人
。

受
講
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

は
個
人
負
担
）

申
込
受
付

１０
月
９
日
㈫
か
ら

そ
の
他

▽
定
員
１５
人

▽
雇

用
保
険
受
給
者
は
基
本
手
当
な

ど
が
支
給

▽
訓
練
受
講
給
付

金
も
対
応
。

図
書
の
修
復
研
修
会

（
無
料
・
要
申
込
）

●申
●問
安
来
市
立
図
書
館

℡
２２‐

２
５
７
４

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
・
内
容

▽
９
月
３０
日
㈰

（
図
書
の
構
造
と
修
復
の
基
礎
）

▽
１０
月
３１
日
㈬
（
図
書
の
修
復

実
習
）

▽
１１
月
３０
日
㈮
（
図

書
の
修
復
実
習
と
保
存
方
法
）、

各
９
時
３０
分
〜
１７
時
３０
分

講
師

秦
博
志
氏
（
修
復
家
）

場
所

安
来
市
立
図
書
館

心
の
健
康
相
談（
無
料
・
要
申
込
）

●申
●問
松
江
保
健
所

℡
０
８
５
２‐

２３‐
１
３
１
６

福
祉
課
℡
２３‐

３
２
１
６

日
時
・
場
所

１０
月
４
日
㈭
・

１０
日
㈬
・
２５
日
㈭
１３
時
３０
分
〜

１５
時
３０
分
、
松
江
保
健
所

内
容

心
の
病
気
や
悩
み
、
飲

酒
問
題
、
も
の
忘
れ
な
ど
。

担
当
者

精
神
科
医
師
、
保
健

師
。

消
費
者
問
題
弁
護
士
相
談
（
無

料
・
要
申
込
）

●申
●問
市
民
相
談
室

℡
２３‐

３
０
６
８

日
時
・
場
所

１０
月
１８
日
㈭
９

時
〜
１２
時
、
安
来
中
央
●交

内
容

多
重
債
務
、
契
約
・
解

約
、
取
引
、
販
売
方
法
、
価
格
・

料
金
、
品
質
・
サ
ー
ビ
ス
の
内

容
、
表
示
・
広
告
な
ど
。

出
前
安
来
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
（
無
料
・
要
申
込
）

●問
市
民
相
談
室
℡
２３‐

３
０
６
８

日
時
・
場
所
（
申
込
先
）

１０
月
２３
日
㈫
１３
時
３０
分
〜
１７

時
、
や
す
ぎ
懐
古
館
一
風
亭

内
容

消
費
者
問
題
（
悪
質
商

法
や
多
重
債
務
な
ど
、
事
業
者

に
対
す
る
苦
情
な
ど
）
、
生
活

に
関
す
る
お
困
り
ご
と
。

そ
の
他

一
風
亭
で
は
、
電
話

相
談
に
は
応
じ
ま
せ
ん

行政相談制度は、総務大臣から委嘱
を受けた行政相談員が、国などの仕事
に対する苦情や要望を受け付け、必要
に応じて公正・中立な立場からあっせ
んを行い、その解決を促進するとともに、皆さんの
声を行政運営の改善に役立てるものです。
安来市では、行政相談委員の皆さんが、下記のと
おり行政相談所を開設します。気軽にご相談くださ
い。（相談無料、秘密厳守）

・１０月１０日㈬９時～１２時、安来中央●交
・１０月１２日㈮９時～１２時、広瀬社会福祉センター
・１０月１７日㈬１０時～１５時、いきいきの郷はくた

１０月１５日～２１日は「行政相談週間」

●問市民相談室 ℡２３‐３０６８

相談日時・場所

相相

談談

２４



し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相
談
会
（
無

料
・
要
申
込
）

●申
●問
サ
ポ
ス
テ
松
江

℡
℻
０
８
５
２‐

３３‐

７
７
１
０

メ
ー
ルshim

a
ne-ess

@
oa
sis
.

ocn
.ne
.jp

な
か
な
か
就
労
で
き
な
い（
長

続
き
し
な
い
）、社
会
と
上
手
に

関
わ
れ
な
い
な
ど
の
お
悩
み
に

つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
・
場
所

１０
月
１１
日
㈭
１１

時
〜
１６
時
、
安
来
中
央
●交

対
象

１５
歳
か
ら
４０
歳
未
満
の

人
ま
た
は
、
家
族
・
保
護
者
。

申
込
期
限

１０
月
９
日
㈫

無
料
調
停
相
談
会

●問
島
根
県
調
停
協
会
松
江
支
部
・

白
築

℡
０
８
５
２‐

６２‐

０
５
２
０

裁
判
所
の
民
事
・
家
事
調
停

委
員
が
、
民
事
上
の
紛
争
や
家

庭
内
の
も
め
ご
と
に
関
し
、
裁

判
所
に
お
け
る
調
停
手
続
き
の

利
用
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
・
場
所

１０
月
１８
日
㈭
１０

時
〜
１５
時
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
ビ
ル

（
松
江
市
白
潟
本
町
）

内
容

土
地
・
建
物
の
権
利
、

金
銭
貸
借
・
商
品
売
買
、
借
地

や
借
地
の
地
代
・
賃
料
、
交
通

事
故
の
損
害
賠
償
、
離
婚
や
子

ど
も
の
養
育
、
相
続
、
扶
養
な

ど
の
争
い
や
ト
ラ
ブ
ル
。

そ
の
他

訴
訟
や
調
停
中
の
事

件
、法
律
判
断
を
求
め
る
も
の
、

電
話
相
談
に
は
応
じ
ま
せ
ん
。

各
種
定
期
相
談
は
市
民
カ
レ
ン

ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

●●
相
談
時
間
等
は
、
次
の
と
お

り
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生
活
相
談

社
会
福
祉
協
議
会

℡
２３‐

１
８
５
５

特
設
人
権
相
談
所

人
権
施
策

推
進
課
℡
２３‐

３
０
９
５

栄
養
相
談

い
き
い
き
健
康
課

℡
２３‐

３
２
２
０

親
子
で
楽
し
む

秋
の
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
〜
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
デ
ュ
オ
〜

●問
安
来
市
立
図
書
館

℡
２２‐

２
５
７
４

日
時

１０
月
２０
日
㈯
１７
時
３０
分

〜
１８
時
３０
分

場
所

安
来
市
立
図
書
館

演
奏
者

鷲
野
亜
紀
氏
（
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
・
安
来
市
在
住
）
、

三
浦
睦
美
氏
（
ピ
ア
ノ
・
松
江

市
在
住
）

第
11
回
古
代
出
雲
王
陵
の
丘
健

康
ウ
オ
ー
ク
参
加
者
募
集

●申
●問
荒
島
●交
℡
２８‐

６
７
８
３

古
墳
の
宝
庫
荒
島
を
み
ん
な

で
楽
し
く
歩
き
、
健
康
な
体
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

日
時

１０
月
１４
日
㈰
受
付
８
時

４５
分
〜
、開
会
式
９
時
４５
分
〜
、

ス
タ
ー
ト
１０
時
〜

場
所
（
集
合
受
付
）

古
代
出

雲
王
陵
の
丘
公
園
駐
車
場

コ
ー
ス

▽
荒
島
古
墳
コ
ー
ス
（
７
㌔
）

▽
ふ
る
さ
と
コ
ー
ス
（
４
㌔
）

▽
安
全
コ
ー
ス
（
３
㌔
）

参
加
料

一
般
・
高
校
生
３
０

０
円
、中
学
生
以
下
１
０
０
円
。

申
込
期
限

１０
月
４
日
㈭

そ
の
他

参
加
者
全
員
に
、
お

に
ぎ
り
と
豚
汁
提
供
。

赤
屋
地
区
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

●申
●問
赤
屋
体
協
事
務
局
・
川
上

℡
０
９
０‐

７
５
４
７‐

９
１
４
９

日
時

１０
月
２８
日
㈰
受
付
９
時

〜
、
ス
タ
ー
ト
１０
時
〜

場
所
（
集
合
受
付
）
赤
屋
●交

コ
ー
ス

▽
６
㌔
コ
ー
ス

▽
４
㌔
コ
ー
ス

参
加
料

無
料
。

申
込
期
限

１０
月
１９
日
㈮

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

かねしげとうよう あ べ あんじん

作品展 日本画家 小野竹喬・郷土作家 加納莞蕾

●問安来市加納美術館 ℡３６‐０８８０

以下の作品展・企画展を同時開催中です。
期 間 12 月 24 日（月・祝）まで

10 時～16 時 30 分（入館は 16 時まで）
場 所 安来市加納美術館

小さい頃から彫り物が好きで” 天才少年” と言わ
れていた、広瀬町布部出身の彫刻家、西田明史（明
治 41 年～平成 11 年）の作品（ブロンズ像・彫像・
色紙）を展示しています。

日本画家 小野竹喬と郷土作家 加納莞蕾の作品を
展示しています。

備前悠久の歴史の中、戦後備前焼の復興を成し遂
げ中興の祖として不動の地位を築いた金重陶陽。彫
刻・絵画まで手掛ける現代アーティストでありなが
ら、桃山備前の精神を意識し、常に挑戦し続ける安
倍安人。近代と現代の備前の雄、２人の作陶を同時
展示しています。

後期展 備前焼 桃山から現代へ－
金重陶陽・安倍安人

安来市加納美術館からのお知らせ

イイ
ベベ
ンン
トト

郷土作家 西田明史作品展

２５



一
風
亭
灯
り
イ
ベ
ン
ト
「
仲
秋

の
名
月
」

●問
や
す
ぎ
懐
古
館
一
風
亭

℡
２３‐

０
０
０
７

日
時

９
月
29
日
㈯
１８
時
〜

場
所

や
す
ぎ
懐
古
館
一
風
亭

内
容

▽
行
灯
に
よ
る
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
（
一
風
亭
中
庭
、
明
治

町
〜
中
市
場
通
り
）

▽
琴
の

演
奏
（
19
時
〜
・
奏
者
…
菊
宜

智
子
、
菊
意
浩
子
、
菊
詔
陽

子
）
▽
花
飾
り
（
深
雪
ア
ー
ト

フ
ラ
ワ
ー
）

▽
芋
煮
無
料
配

布
（
先
着
１
０
０
人
）

ひ
と
り
親
家
庭
「
秋
の
親
子
遠

足
」
参
加
者
募
集

●申
●問
福
祉
課
℡
２３‐

３
２
１
０

日
時

１１
月
１１
日
㈰
９
時
３０
分

〜
１６
時
（
安
来
●庁
中
庭
駐
車

場
集
合
・
出
発
・
解
散
予
定
）

行
き
先
（
内
容
）

米
子
ボ
ウ

リ
ン
グ
場（
親
子
ボ
ウ
リ
ン
グ
）、

大
山
久
古
窯
（
陶
芸
体
験
）

対
象

市
内
在
住
で
中
学
生
以

下
の
お
子
さ
ん
を
養
育
中
の
ひ

と
り
親
家
庭
。

参
加
費

安
来
市
母
子
会
会
員

は
無
料
（
当
日
入
会
可
。
年
会

費
５
０
０
円
）
、
非
会
員
は
昼

食
会
な
ど
（
一
人
１
０
０
０

円
）
が
自
己
負
担
。

申
込
期
限

１０
月
１９
日
㈮

定
員

２０
人
（
先
着
順
）

介
護
の
詩
コ
ン
テ
ス
ト

●申
●問
島
根
総
合
福
祉
専
門
学
校

「
介
護
の
詩
コ
ン
テ
ス
ト
係
」

〒
６
９
２‐

０
４
０
４
広
瀬
町
広

瀬
７
５
３‐

１５
／
℡
３２‐

４
１
９
６

メ
ー
ルｓ

ouda
n
@
scss
.ac
.jp

介
護
に
ま
つ
わ
る
経
験
や
想

い
を
テ
ー
マ
に
募
集
。
安
来
市

介
護
人
材
を
育
て
る
会
主
催
。

募
集
規
定

市
内
に
在
住
・
在

勤
・
在
学
す
る
人
お
よ
び
そ
の

家
族
の
人
が
対
象
。
自
作
・
未

発
表
作
品
で
、
文
字
数
は
２０
字

×
４０
行
（
８
０
０
字
）
程
度
ま

で
。
用
紙
は
自
由
で
、
題
名
・

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
年

齢
・
職
業
を
明
記
の
上
、
郵
送

ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

応
募
期
限

１１
月
１２
日
㈪

●
介
護
の
詩
発
表
会
と
介
護
教

室
（
観
覧
・
参
加
自
由
）

期
日

１２
月
１６
日
㈰
（
午
後
）

場
所

島
根
総
合
福
祉
専
門
学

校内
容

▽
発
表
会
…
優
秀
作
品

の
発
表
・
表
彰
、
詩
の
朗
読
、

応
募
作
品
を
ま
と
め
た
詩
集
の

配
布

▽
介
護
教
室
…
介
護
さ

れ
る
人
・
す
る
人
お
互
い
に
と
っ

て
の
快
適
な
排
泄
お
よ
び
移
乗

介
助
の
方
法
に
つ
い
て
、
介
護

施
設
ス
タ
ッ
フ
が
説
明
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
や
す
ぎ
花
き
展
覧
会

●問
Ｊ
Ａ
や
す
ぎ
・
稲
田

℡
２８‐

７
８
０
０

生
産
者
が
丹
精
込
め
て
つ
く

り
あ
げ
た
花
の
展
覧
会
で
す
。

日
時

１０
月
６
日
㈯
〜
８
日
㈪

９
時
〜
１８
時
（
８
日
は
１４
時
か

ら
販
売
会
）

場
所

な
か
う
み
菜
彩
館
（
道

の
駅
あ
ら
エ
ッ
サ
）

そ
の
他

消
費
者
が
選
ぶ
花
の

賞
が
あ
り
、
投
票
さ
れ
た
人
に

は
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

こ
て鏝
絵
展

●問
安
来
左
官
組
合

℡
２８‐

６
６
４
０

し
っ
く
い

鏝
絵
は
、
漆
喰
壁
に
鏝
で
浮

き
彫
り
し
、
そ
の
上
に
色
漆
喰

を
重
ね
た
り
彩
色
し
た
り
し
て

絵
画
的
な
表
現
を
し
た
も
の
で

す
。
左
官
職
人
の
繊
細
な
技
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時

１０
月
１９
日
㈮
〜
２１
日
㈰

９
時
〜
１７
時

場
所

ロ
ー
チ
（
丸
永
建
設
㈱

展
示
場
）

安
来
の
里
の
夕
暮
れ
に
、
ほ

の
か
な
明
か
り
包
ま
れ
る
場
所

が
あ
り
ま
す
。

古
刹
清
水
寺
ー
。
照
ら
し
出

さ
れ
た
参
道
や
境
内
は
、
日
中

と
は
違
っ
た
神
秘
的
な
空
間
で

す
。
夜
の
境
内
散
策
や
各
種
イ

ベ
ン
ト
で
、
ぜ
い
た
く
な
時
間

を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

主
な
イ
ベ
ン
ト

し
ょ
う
み
ょ
う

●
天
台
聲
明
と
シ
タ
ー
ル
コ
ン

サ
ー
ト（
１３
日
・
２０
日
１９
時
〜
）

お
経
に
一
定
の
音
符
を
付
け

て
唱
え
る
ラ
イ
ブ
で
す
。

●
境
内
ナ
イ
ト
ウ
オ
ー
ク
（
１４

日
・
２１
日
１９
時
〜
）

お
寺
に
ゆ
か
り
の
昔
話
を
聞

き
な
が
ら
散
策
し
ま
す
。

●
清
水
寺
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

テ
ー
マ
は「
灯
参
道
」「
紅
葉
」

●
清
凌
亭
〜
灯
華
の
お
も
て
な

し
〜

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ

た
池
を
眺
め
な
が
ら
、
喫
茶
な

ど
が
楽
し
め
ま
す
。

●
清
水
寺
の
夜
参
り
〜
湯
行

（
護
摩
火
）

●
精
進
料
理
の
特
別
メ
ニ
ュ
ー

灯
り
と
と
も
に
清
水
名
物
の

お
食
事
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

期
間
中
は
、
Ｊ
Ｒ
安
来
駅
お

よ
び
、
さ
ぎ
の
湯
温
泉
か
ら
運

行
し
ま
す
。

そ
の
他

詳
し
く
は
、
安
来
市

観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●問
・
商
工
観
光
課

℡
２３‐

３
３
４
０

・
安
来
市
観
光
協
会

℡
２３‐

７
６
６
７

AKARI

安来

清
水
寺
灯

参
道日時

１０月１３日㈯・１４日㈰
２０日㈯・２１日㈰
１７時～２０時３０分

場所 清水寺

２６



米
子
駐
屯
地
創
設
６２
周
年
記
念

行
事

●申
●問
米
子
駐
屯
地
広
報
室

℡
０
８
５
９‐

２９‐

２
１
６
１

駐
屯
地
を
一
般
開
放
し
、
盛

り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
を
行

い
ま
す
。

日
時
・
場
所

１０
月
２１
日
㈰
９

時
〜
１５
時
、
米
子
駐
屯
地
（
米

子
市
両
三
柳
）

内
容

記
念
式
典
、パ
レ
ー
ド
、

訓
練
展
示
（
バ
イ
ク
や
ラ
ッ
パ

ド
リ
ル
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
な
ど
）
、

野
外
売
店
・
野
だ
て
、
子
ど
も

広
場
、
装
備
品
展
示
、
自
衛
隊

の
車
体
験
試
乗
、
陸
上
自
衛
隊

中
部
方
面
音
楽
隊
と
地
元
中
学

生
吹
奏
楽
部
に
よ
る
野
外
コ
ン

サ
ー
ト
、
航
空
自
衛
隊
高
尾
山

レ
ッ
ド
ク
ラ
ブ
の
演
技
な
ど
。

そ
の
他

駐
屯
地
周
辺
に
臨
時

駐
車
場
を
用
意
し
ま
す
。

問い合わせ
℡２３‐０７５５
℡２３‐２０４８
℡２３‐２８９１
℡２３‐０７２１
℡２７‐０３２５
℡２３‐０７６４
℡２８‐８３４６
℡２８‐６７８３
℡２８‐８９８２

十神●交
社日●交
島田●交
宇賀荘●交
吉田●交
能義●交
飯梨●交
荒島●交
赤江●交

期 日
１０月７日㈰ ～ ８日㈪
１０月１４日㈰
１１月１０日㈯ ～ １１日㈰
１０月２０日㈯ ～ ２１日㈰
１０月２８日㈰
１１月１０日㈯ ～ １１日㈰
１１月１０日㈯ ～ １１日㈰
１０月２７日㈯ ～ ２８日㈰
１１月１１日㈰

地区
十 神
社 日
島 田
宇賀荘
吉 田
能 義
飯 梨
荒 島
赤 江

問い合わせ
℡３２‐４１３８

℡３６‐０００１

℡３４‐０００１

℡３４‐０２１１

℡３５‐０１２９
℡３２‐３８４０
℡３２‐３２９８
℡３６‐０８５２
℡３６‐０３７６
℡３５‐００４７

広瀬●交

布部●交

比田●交

東比田●交

山佐●交
下山佐●交
菅原●交
宇波●交
西谷●交
奥田原●交

期 日
１１月１０日㈯ ～ １１日㈰

１１月１１日㈰
１１月１１日㈰
※東比田地区と共催

１１月１１日㈰
※比田地区と共催

１０月２８日㈰
１１月１１日㈰
１１月１８日㈰
１１月１１日㈰
１１月４日㈰
１１月１１日㈰

地区
広 瀬

布 部

比 田

東比田

山 佐
下山佐
菅 原
宇 波
西 谷
奥田原

問い合わせ
℡３７‐０８３５
℡３７‐０２２５
℡３７‐０８３６
℡３８‐０１４５

安田●交
母里●交
井尻●交
赤屋●交

期 日
１１月１１日㈰
１１月１１日㈰
１１月１７日㈯ ～ １８日㈰
１１月１０日㈯ ～ １１日㈰

地区
安 田
母 里
井 尻
赤 屋

日時 １０月１４日㈰９時～
場所 安来中央●交
日時 １０月２１日㈰９時～
場所 安来中央●交
日時 １０月２７日㈯１０時～
場所 広瀬中央●交

日時 １０月２９日㈪９時受付
場所 荒島●交

市民の皆さんの日ごろの創作・文化活
動の発表の場として開催します。

※文芸部門の「川柳大会」、ステージ部
門の「みんなで唄う安来節」「市民音楽
祭」は、11 月に開催します。

９月 28 日㈮～10 月１日㈪
10 時～17 時（１日は 16 時まで）
安来中央●交
華道、工芸立体、写真、書道、
水墨画、日本画、俳画、押花絵、

自由応募

安来市総合文化祭

●問文化課 ℡２３‐３３１６

将棋大会

囲碁大会

短歌大会

俳句吟行大会

●展示部門

●文芸部門

イベント情報
QRコード

日時

場所
内容

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

各地区の交流センターを拠点に開催します。
作品展示や各種発表、特産品販売など、地区なら
ではの催しが盛りだくさんです。詳しくは、各地
区の交流センターにお問い合わせください。

秋の地区文化祭

※大塚地区は７月に開催しました。

●問地域振興課 ℡２３‐３０７０

●安来地域

●広瀬地域

●伯太地域

２７




